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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤に配設され、球導入部から導入された遊技球を複数の排出部へ振分ける遊技機の
球振分け装置であって、
　縦向きの軸回りで回転可能に配設され、前記球導入部から導入された遊技球を載置可能
な複数の第１載置面が、高さが異なるように形成された第１振分け体と、
　前記第１振分け体の外側を囲む第１外周壁部に該第１振分け体の回転方向へ離間して設
けられ、前記第１載置面上の遊技球を放出可能な第１の第１球放出部および第２の第１球
放出部と、
　縦向きの軸回りに回転可能に配設され、遊技球を載置可能な複数の第２載置面が、高さ
が異なるように形成された第２振分け体と、
　前記第２振分け体の外側を囲む第２外周壁部に該第２振分け体の回転方向へ離間して設
けられ、前記第２載置面上の遊技球を放出可能な第１の第２球放出部および第２の第２球
放出部と、
　縦向きの軸回りに回転可能に配設され、遊技球を載置可能な複数の第３載置面が、高さ
が異なるように形成された第３振分け体と、
　前記第３振分け体の外側を囲む第３外周壁部に該第３振分け体の回転方向へ離間して設
けられ、前記第３載置面上の遊技球を放出可能な第１の第３球放出部および第２の第３球
放出部と、
　前記第１の第１球放出部の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第１載置面のう
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ち所定の高さの第１載置面に載置された遊技球の放出を規制する第１規制部と、
　前記第１の第２球放出部の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第２載置面のう
ち所定の高さの第２載置面に載置された遊技球の放出を規制する第２規制部と、
　前記第１の第３球放出部の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第３載置面のう
ち所定の高さの第３載置面に載置された遊技球の放出を規制する第３規制部と、
　駆動制御手段の制御に基づいて前記第１～第３振分け体を同期回転させる駆動手段とを
備え、
　前記第１の第１球放出部から放出された遊技球を前記第３振分け体へ案内すると共に、
前記第２の第１球放出部から放出された遊技球を前記第２振分け体へ案内し、前記第１の
第２球放出部から放出された遊技球を該第１の第２球放出部の出口部に連なる第１排出部
へ案内すると共に、前記第２の第２球放出部から放出された遊技球を前記第３振分け体へ
案内し、前記第１の第３球放出部から放出された遊技球を該第１の第３球放出部に連なる
第２排出部へ案内すると共に、前記第２の第３球放出部から放出された遊技球を該第２の
第３球放出部に連なる第３排出部へ案内するよう構成し、
　前記球導入部から前記第１振分け体に導入された遊技球において、前記第１規制部によ
り遊技球の放出が規制されない第１載置面に載置された遊技球を、前記第１の第１球放出
部および第２の第１球放出部の何れかから放出すると共に、第１規制部により遊技球の放
出が規制される第１載置面に載置された遊技球を、前記第２の第１球放出部から放出し、
　前記第２振分け体に案内された遊技球において、前記第２規制部により遊技球の放出が
規制されない第２載置面に載置された遊技球を、前記第１の第２球放出部および第２の第
２球放出部の何れかから放出すると共に、第２規制部により遊技球の放出が規制される第
２載置面に載置された遊技球を、前記第２の第２球放出部から放出し、
　前記第１の第１球放出部および第２の第２球放出部から放出されて前記第３振分け体へ
案内された遊技球において、前記第３規制部により遊技球の放出が規制されない第３載置
面に載置された遊技球を、前記第１の第３球放出部および第２の第３球放出部の何れかか
ら放出すると共に、第３規制部により遊技球の放出が規制される第３載置面に載置された
遊技球を、前記第２の第３球放出部から放出するよう構成した
ことを特徴とする遊技機の球振分け装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、球導入部から導入された遊技球を、複数の球放出部へ振分ける遊技機の球
振分け装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、遊技店に設けられた設置枠台に固定される枠部材
である外枠と、該外枠に対して着脱および開閉可能に枢支され、遊技盤が交換可能に配設
される枠部材である中枠と、中枠の前面側に該中枠に着脱および開閉可能に枢支され、中
枠に配設した遊技盤を透視保護する透明板が配設される枠部材としての前枠とを備えてい
る。前枠には、透明板が配設される窓口の下方に、遊技球を貯留可能な上球貯留部や下球
貯留部が配設されると共に、下球貯留部の右方に、上球貯留部から供給される遊技球を遊
技盤に向けて発射させる打球発射装置を作動させる操作ハンドルが設けられている。
【０００３】
　前記遊技盤は、その前面に遊技領域が画成されていると共に該遊技領域内には前後に貫
通する開口が形成されており、枠状に構成された枠状装飾部材が該開口の開口縁に取り付
けられ、該枠状装飾部材の内側には演出領域が画成されている。遊技領域には、案内釘や
、図柄表示装置による図柄変動演出の契機となる始動入賞装置および普通入賞口や、大当
りの発生時に入賞口を開口して多数の入賞球を発生させる特別入賞装置や、その他の遊技
部品等が配設されている。また、演出領域には、遊技盤の後側に配設された図柄表示装置
の表示部や可動演出装置等が臨んでおり、該図柄表示装置の表示部での図柄変動演出や可
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動演出装置の可動体による演出が当該演出領域内で視認可能となっている。
【０００４】
　前述のように構成されたパチンコ機は、操作ハンドルの操作により遊技盤の遊技領域へ
打ち込まれた遊技球が始動入賞装置に入賞して入賞球検知手段により検知されると、演出
領域に臨む図柄表示装置の表示部での図柄変動演出が開始され、制御手段における大当り
抽選に基づいて該表示部に図柄が所定の組み合わせで停止することにより遊技者に有利な
特別遊技状態(例えば「大当り」)が発生すると、特別入賞装置の入賞口が開放されて多数
の賞球を獲得し得るよう構成される。また、図柄表示装置の表示部での図柄変動演出に合
わせて、可動演出装置が作動制御されて適宜タイミングで可動体を動作させることにより
、視覚的な演出効果の向上を図るようになっている。更に、パチンコ機には、遊技盤にお
ける枠状装飾部材の内側に、該枠状装飾部材の内側へ導入された遊技球を複数の球放出部
に振分け可能な球振分け装置を備えたものがある(特許文献１)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－９７６９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記球振分け装置は、駆動手段により姿勢変位可能な振分け体と、該振分け体に向けて
遊技球を導入する球導入部と、振分け体により振分けられた遊技球を排出する複数の球放
出部とを備え、球導入部から振分け体に導入された遊技球を、該振分け体の姿勢変位によ
り何れかの球放出部へ振分けるよう構成されている。しかし、従来の球振分け装置は、振
分け体による遊技球の振分け態様が単純で該遊技球が振分けられる方向が容易に予測でき
、遊技球の振分け演出が面白みに欠ける難点があった。このため、遊技者が興味を持つよ
うにする遊技球の振分け演出を現出し得る球振分け装置が希求されている。
【０００７】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記課題に鑑み、これを好適に
解決するべく提案されたものであって、遊技球の振分け演出が多様化されて興趣が高めら
れるよう構成した遊技機の球振分け装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決し、所期の目的を達成するため、本発明の請求項１に係る発明は、
　遊技盤に配設され、球導入部(25)から導入された遊技球を複数の排出部(35,36,37)へ振
分ける遊技機の球振分け装置であって、
　縦向きの軸回りで回転可能に配設され、前記球導入部(25)から導入された遊技球を載置
可能な複数の第１載置面(53,54)が、高さが異なるように形成された第１振分け体(50)と
、
　前記第１振分け体(50)の外側を囲む第１外周壁部(45)に該第１振分け体(50)の回転方向
へ離間して設けられ、前記第１載置面(53,54)上の遊技球を放出可能な第１の第１球放出
部(80)および第２の第１球放出部(81)と、
　縦向きの軸回りに回転可能に配設され、遊技球を載置可能な複数の第２載置面(63,64)
が、高さが異なるように形成された第２振分け体(60)と、
　前記第２振分け体(60)の外側を囲む第２外周壁部(46)に該第２振分け体(60)の回転方向
へ離間して設けられ、前記第２載置面(63,64)上の遊技球を放出可能な第１の第２球放出
部(85)および第２の第２球放出部(86)と、
　縦向きの軸回りに回転可能に配設され、遊技球を載置可能な複数の第３載置面(73,74)
が、高さが異なるように形成された第３振分け体(70)と、
　前記第３振分け体(70)の外側を囲む第３外周壁部(47)に該第３振分け体(70)の回転方向
へ離間して設けられ、前記第３載置面(73,74)上の遊技球を放出可能な第１の第３球放出
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部(90)および第２の第３球放出部(91)と、
　前記第１の第１球放出部(80)の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第１載置面
(53,54)のうち所定の高さの第１載置面(54)に載置された遊技球の放出を規制する第１規
制部(82)と、
　前記第１の第２球放出部(85)の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第２載置面
(63,64)のうち所定の高さの第２載置面(64)に載置された遊技球の放出を規制する第２規
制部(88)と、
　前記第１の第３球放出部(90)の入口部に設けられ、高さが異なる前記複数の第３載置面
(73,74)のうち所定の高さの第３載置面(74)に載置された遊技球の放出を規制する第３規
制部(92)と、
　駆動制御手段(120)の制御に基づいて前記第１～第３振分け体(70)を同期回転させる駆
動手段(96)とを備え、
　前記第１の第１球放出部(80)から放出された遊技球を前記第３振分け体(70)へ案内する
と共に、前記第２の第１球放出部(81)から放出された遊技球を前記第２振分け体(60)へ案
内し、前記第１の第２球放出部(85)から放出された遊技球を該第１の第２球放出部(85)の
出口部に連なる第１排出部(35)へ案内すると共に、前記第２の第２球放出部(86)から放出
された遊技球を前記第３振分け体(70)へ案内し、前記第１の第３球放出部(90)から放出さ
れた遊技球を該第１の第３球放出部(90)に連なる第２排出部(36)へ案内すると共に、前記
第２の第３球放出部(91)から放出された遊技球を該第２の第３球放出部(91)に連なる第３
排出部(37)へ案内するよう構成し、
　前記球導入部(25)から前記第１振分け体(50)に導入された遊技球において、前記第１規
制部(82)により遊技球の放出が規制されない第１載置面(53)に載置された遊技球を、前記
第１の第１球放出部(80)および第２の第１球放出部(81)の何れかから放出すると共に、第
１規制部(82)により遊技球の放出が規制される第１載置面(54)に載置された遊技球を、前
記第２の第１球放出部(81)から放出し、
　前記第２振分け体(60)に案内された遊技球において、前記第２規制部(88)により遊技球
の放出が規制されない第２載置面(63)に載置された遊技球を、前記第１の第２球放出部(8
5)および第２の第２球放出部(86)の何れかから放出すると共に、第２規制部(88)により遊
技球の放出が規制される第２載置面(64)に載置された遊技球を、前記第２の第２球放出部
(86)から放出し、
　前記第１の第１球放出部(80)および第２の第２球放出部(86)から放出されて前記第３振
分け体(70)へ案内された遊技球において、前記第３規制部(92)により遊技球の放出が規制
されない第３載置面(93)に載置された遊技球を、前記第１の第３球放出部(90)および第２
の第３球放出部(91)の何れかから放出すると共に、第３規制部により遊技球の放出が規制
される第３載置面(94)に載置された遊技球を、前記第２の第３球放出部(91)から放出する
よう構成したことを要旨とする。
【０００９】
　請求項１に係る発明によれば、駆動手段により第１～第３振分け体が同期回転している
もとで、球導入部から導入されて第１振分け体の第１載置面に載置された遊技球は、第２
振分け体または第３振分け体の何れかに振分けられ、第２振分け体に振分けられた遊技球
は、第３振分け体または第１排出部に振分けられ、第１排出部に振分けられた遊技球は遊
技盤の盤面の所要位置に排出される。また、第１振分け体および第２振分け体から第３振
分け体に振分けられた遊技球は、第１排出部とは異なる第２排出部または第３排出部へ振
分けられ、遊技盤の盤面に排出される。すなわち、球振分け装置は、同期回転する第１～
第３振分け体により、球導入部から導入された各遊技球を不規則に動かしながら第１～第
３排出部の何れかに振分けて排出するよう構成されているから、遊技球が不規則かつ複雑
に動いて振分け演出の多様化が図られ、遊技者が遊技球の振分けに対して興味を持つよう
にすることができる。
【００１０】
　本願には次のような技術的思想が含まれる。
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　前記第１排出部(35)の下流側に、前記第１の第２球放出部(85)から放出した遊技球を利
用して遊技者に有利な遊技を現出する条件を発生させ得る特定領域(15)が設けられている
ことを要旨とする。
　この構成によれば、第１の第２球放出部と連通する第１排出部の下流側に特定領域が設
けられているので、第１の第２球放出部に遊技球が振分けられた場合に遊技者に有利な遊
技が現出される可能性があり、遊技者が振分け体による遊技球の振分けに興味を持つよう
にすることができる。
【００１１】
　本願には次のような技術的思想が含まれる。
　前記第１～第３振分け体(50,60,70)の上面において隣接する載置面(53,54/63,64/73,74
)の境界に、上方へ突出した仕切り部(55,65,75)が各々設けられ、隣接する一方の載置面(
53,54/63,64/73,74)に載置された遊技球が、他方の載置面(53,54/63,64/73,74)へ移動す
るのを前記仕切り部(55,65,75)で阻止するよう構成されたことを要旨とする。
　この構成によれば、第１振分け体においては、隣接した一方の第１載置面に載置された
遊技球は、仕切り部により他方の第１載置面へ移動することが規制されるから、一方の第
１載置面に載置された遊技球が、他方の第１載置面へ移動して該他方の第１載置面から放
出可能な第１球放出部へ振分けられるのを防止し得る。また、第２振分け体においては、
隣接した一方の第２載置面に載置された遊技球が、他方の第２載置面へ移動して該他方の
第２載置面から放出可能な第２球放出部へ振分けられるのを防止し得る。同様に、第３振
分け体においては、隣接した一方の第３載置面に載置された遊技球が、他方の第３載置面
へ移動して該他方の第３載置面から放出可能な第３球放出部へ振分けられるのを防止し得
る。
【００１２】
　本願には次のような技術的思想が含まれる。
　前記第１～第３振分け体(50,60,70)は、前記駆動手段(96)と連係する連係手段(100,101
,102,103,108)で相互に連係されて同期回転することを要旨とする。
　この構成によれば、第１～第３振分け体が連係手段を介して駆動手段と相互に連係され
ているので、該駆動手段の駆動により第１～第３振分け体を適切に同期回転させることが
できる。
【００１３】
　本願には次のような技術的思想が含まれる。
　前記駆動制御手段(120)により前記駆動手段(96)の駆動制御により、前記第１～第３の
各振分け体(50,60,70)の回転方向、回転速度および回転時間を同期的に変更可能に構成さ
れたことを要旨とする。
　この構成によれば、駆動制御手段による駆動手段の駆動制御により、第１～第３振分け
体の回転方向、回転速度、回転時間を同期的に変更することで、第１振分け体の各第１載
置面と第１の第１球放出部および第２の第１球放出部とが整合する順序やタイミングが変
更され、第２振分け体の各第２載置面と第１の第２球放出部および第２の第２球放出部と
が整合する順序やタイミングが変更されると共に、第３振分け体の各第３載置面と第１の
第３球放出部および第２の第３球放出部とが整合する順序やタイミングが変更されるから
、第１～第３振分け体による遊技球の振分け態様が変更され、遊技球の振分け演出が更に
複雑かつ多様となって興趣が高められる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る遊技機の球振分け装置によれば、同期回転する複数の振分け体により遊技
球を複数の排出部に不規則に振分けることができるから、遊技球の振分け演出が多様化さ
れて興趣が高められる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例に係るパチンコ機の正面図である。
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【図２】図１に示すパチンコ機の背面図である。
【図３】遊技盤の正面図である。
【図４】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた実施例の球振分け装置を示す部分斜視図
である。
【図５】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた球振分け装置の正面図である。
【図６】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた球振分け装置の平面図である。
【図７】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた球振分け装置の左側面図である。
【図８】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた球振分け装置の右側面図である。
【図９】枠状装飾部材の取付板部に取付けられた球振分け装置の底面図である。
【図１０】(ａ)は、球振分け装置における各振分け体および各振分け体を回転させる作動
機構を右前上方から見た斜視図であり、(ｂ)は、各振分け体および各振分け体を回転させ
る作動機構を示す正面図である
【図１１】図６のＸ１－Ｘ１線断面図である。
【図１２】図６のＸ２－Ｘ２線断面図であって、(ａ)は、第１振分け体の第１上載置面に
載置されたパチンコ球が、第１の第１球放出部から第３振分け体へ放出可能であることを
示し、(ｂ)は、第１振分け体の第１下載置面に載置されたパチンコ球が、第１規制部によ
り第１の第１球放出部から第３振分け体へ放出が規制されることを示している。
【図１３】図６のＸ３－Ｘ３線断面図であって、(ａ)は、第１振分け体の第１下載置面に
載置されたパチンコ球が、第２の第１球放出部から第２振分け体へ放出可能であることを
示し、(ｂ)は、第１振分け体の第１上載置面に載置されたパチンコ球が、第２の第１球放
出部から第２振分け体へ放出可能であることを示している。
【図１４】図６のＸ４－Ｘ４線断面図であって、(ａ)は、第２振分け体の第２下載置面に
載置されたパチンコ球が、第２規制部により第１の第２球放出部から第１排出部へ放出が
規制されることを示し、(ｂ)は、第２振分け体の第２上載置面に載置されたパチンコ球が
、第１の第２球放出部から第１排出部へ放出可能であることを示している。
【図１５】図６のＸ５－Ｘ５線断面図であって、(ａ)は、第２振分け体の第２上載置面に
載置されたパチンコ球が、第２の第２球放出部から第３振分け体へ放出可能であることを
示すと共に、第３振分け体の第３下載置面に載置されたパチンコ球が、第２の第３球放出
部から第３排出部へ放出可能であることを示し、(ｂ)は、第２振分け体の第２下載置面に
載置されたパチンコ球が、第２の第２球放出部から第３振分け体へ放出が可能であること
を示すと共に、第３振分け体の第３上載置面に載置されたパチンコ球が、第２の第３球放
出部から第３排出部へ放出可能であることを示している。
【図１６】図６のＸ６－Ｘ６線断面図であって、(ａ)は、第２振分け体の第２上載置面に
載置されたパチンコ球が、第３の第２球放出部から第２排出部に向けて放出可能であるこ
とを示し、(ｂ)は、第２振分け体の第２下載置面に載置されたパチンコ球が、第３の第２
球放出部から第２排出部に向けて放出可能であることを示している。
【図１７】図６のＸ７－Ｘ７線断面図であって、(ａ)は、第３振分け体の第３下載置面に
載置されたパチンコ球が、第３規制部により第１の第３球放出部から第２排出部に向けた
放出が規制されることを示し、(ｂ)は、第３振分け体の第３上載置面に載置されたパチン
コ球が、第１の第３球放出部から第２排出部に向けて放出可能であることを示している。
【図１８】球振分け装置が第１作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振分
け態様を示す説明図であって、(ａ)は、右回転する第１振分け体の第１下載置面にパチン
コ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１下載置面に載置されたパチンコ球が、第２の
第１球放出部を介して左回転する第２振分け体の第２上載置面に載置された状態を示し、
(ｃ)は、第２上載置面に載置されたパチンコ球が、第１の第２球放出部を介して第１排出
部へ振分けられる状態を示している。
【図１９】球振分け装置が第１作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振分
け態様を示す説明図であって、(ａ)は、右回転する第１振分け体の第１下載置面にパチン
コ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１下載置面に載置されたパチンコ球が、第２の
第１球放出部を介して左回転する第２振分け体の第２下載置面に載置された状態を示し、
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(ｃ)は、第２上載置面に載置されたパチンコ球が、第３の第２球放出部を介して第２排出
部へ振分けられる状態を示している。
【図２０】球振分け装置が第１作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振分
け態様を示す説明図であって、(ａ)は、右回転する第１振分け体の第１上載置面にパチン
コ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１上載置面に載置されたパチンコ球が、第１の
第１球放出部を介して左回転する第３振分け体の第３下載置面に載置された状態を示し、
(ｃ)は、第３下載置面に載置されたパチンコ球が、第２の第３球放出部を介して第３排出
部へ振分けられる状態を示している。
【図２１】球振分け装置が第１作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振分
け態様を示す説明図であって、(ａ)は、右回転する第１振分け体の第１上載置面にパチン
コ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１上載置面に載置されたパチンコ球が、第１の
第１球放出部を介して左回転する第３振分け体の第３上載置面に載置された状態を示し、
(ｃ)は、第３上載置面に載置されたパチンコ球が、第１の第３球放出部を介して第２排出
部へ振分けられる状態を示している。
【図２２Ａ】球振分け装置が第５作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振
分け態様を示す説明図であって、(ａ)は、左回転する第１振分け体の第１下載置面にパチ
ンコ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１下載置面に載置されたパチンコ球が、第１
の第１球放出部を介して右回転する第２振分け体の第２上載置面に載置された状態を示し
ている。
【図２２Ｂ】球振分け装置が第５作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振
分け態様を示す説明図であって、(ｃ)は、図２２Ａ(ｂ)の状態から第２振分け体が回転し
て、第２上載置面のパチンコ球が、第２の第２球放出部を介して右回転する第３振分け体
の第３上載置面に載置された状態を示し、(ｄ)は、第３上載置面に載置されたパチンコ球
が、第２の第３球放出部を介して第３排出部へ振分けられた状態を示している。
【図２３Ａ】球振分け装置が第５作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振
分け態様を示す説明図であって、(ａ)は、左回転する第１振分け体の第１上載置面にパチ
ンコ球が載置された状態を示し、(ｂ)は、第１上載置面に載置されたパチンコ球が、第１
の第１球放出部を介して右回転する第２振分け体の第２下載置面に載置された状態を示し
ている。
【図２３Ｂ】球振分け装置が第５作動態様に基づいて作動している場合のパチンコ球の振
分け態様を示す説明図であって、(ｃ)は、図２３Ａ(ｂ)の状態から第２振分け体が回転し
て、第２下載置面のパチンコ球が、第２の第２球放出部を介して右回転する第３振分け体
の第３下載置面に載置された状態を示し、(ｄ)は、第３下載置面に載置されたパチンコ球
が、第２の第３球放出部を介して第３排出部へ振分けられた状態を示している。
【図２４】第１規制部を、開口をなす第１の第１球放出部の入口部上縁に設けた形態を示
す説明断面図であって、(ａ)は、第１規制部の下端と第１下載置面との間隔がパチンコ球
の直径以上であることを示し、(ｂ)は、第１規制部の下端と第１上載置面との間隔がパチ
ンコ球の直径より小さいことを示している。
【図２５】第１載置面と第２載置面とが周方向へずれた状態で第１振分け体と第２振分け
体とを配設した場合に、第１振分け体から移動したパチンコ球が、第２仕切り部に接触し
た後に第２上載置面または第２下載置面の両方へ振分けられるようになることを示す説明
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明に係る遊技機の球振分け装置につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を
参照して以下に説明する。なお、実施例では、遊技機として、遊技球としてパチンコ球を
用いて遊技を行なうパチンコ機を例に挙げる。また、以下の説明において前・後および左
・右とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を正面側(遊技者側)から見
た場合において指称するものとする。
【実施例】
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【００１７】
(パチンコ機の概略構成)
　実施例に係るパチンコ機Ｐは、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図示
しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠Ａの開口前面側に、遊技盤Ｄが着脱可能
に保持された本体枠としての中枠Ｂが開閉および着脱可能に組み付けられている。また、
遊技盤Ｄの裏側には、各種演出用の図柄を変動表示可能な図柄表示装置Ｈが着脱可能に配
設されている(図２)。中枠Ｂの前面側には、遊技盤Ｄを透視保護するガラス板１０を備え
た装飾枠としての前枠Ｃが開閉可能に組み付けられると共に、パチンコ球を貯留する下球
皿Ｆが前枠Ｃの下方に開閉可能に組み付けられる。そして、前枠Ｃの下部には、下球皿Ｆ
の上側に位置して、パチンコ球を貯留する上球皿Ｅが組み付けられており、前枠Ｃの開閉
に合わせて上球皿Ｅも一体的に開閉するよう構成される。また、中枠Ｂにおける下球皿Ｆ
の右側に、回動操作可能な操作ハンドルＧが配設されており、該操作ハンドルＧの回動操
作によって中枠Ｂの下部に設けられた打球発射装置(図示せず)が作動して、上球皿Ｅに貯
留したパチンコ球が遊技盤Ｄの遊技領域１１に向けて打ち出されるようになっている。な
お、上球皿Ｅは、前枠Ｃと別体に形成して中枠Ｂに対して開閉可能に組み付けるようにし
てもよい。
【００１８】
(遊技盤)
　前記遊技盤Ｄは、図３に示すように、アクリルやポリカーボネート等の光透過性の合成
樹脂製板やベニア等の木製合板を材質とし、中枠Ｂに設けた遊技盤保持部の内縁形状に整
合する外縁形成された略矩形の平板状に形成され、その前側には遊技領域１１が設けられ
ると共に、その後側には設置部材２８が配設されている。遊技盤Ｄの前側には、左下部か
ら右上部にかけて円弧状に延在する外レール１２と、この外レール１２の内側に中央下部
から左上部にかけて並べて配置された内レール１３と、外レール１２の右上部から内レー
ル１３の下部までの間に右方へ凹む湾曲形状に構成された盤面飾り部材１４等が配設され
ており、両レール１２,１３および盤面飾り部材１４で囲まれた内側が遊技領域１１とし
て構成されている。これにより、操作ハンドルＧの操作により打球発射装置から発射され
たパチンコ球は、外レール１２と内レール１３との間を通って遊技領域１１の左上部に打
ち出された後、該遊技領域１１内を流下する。なお、内レール１３の延在長を大きく設定
して、前記外レール１２および該内レール１３で遊技領域１１を形成するように構成して
もよい。
【００１９】
(枠状装飾部材)
　前記遊技盤Ｄには、中央に大きな貫通口が形成され、図３に示すように、前後に開口し
て該貫通口の開口端縁を覆う枠体状に構成された枠状装飾部材２０が、該貫通口に配設さ
れている。遊技盤Ｄに配設された枠状装飾部材２０は、該遊技盤Ｄの前面より前方へ突出
して、該枠状装飾部材２０の内側に画成された演出窓口２１と遊技領域１１とを区画して
いる。枠状装飾部材２０の演出窓口２１には、設置部材２８に配設された図柄表示装置Ｈ
の表示部Ｈ１が臨むと共に、該設置部材２８の前側に配設される可動演出装置や装飾部品
等が臨んでいる。そして、枠状装飾部材２０の前面は、図柄表示装置Ｈの表示部Ｈ１で演
出表示される遊技内容に合わせた装飾が施された装飾パネル２２が設けられると共に、遊
技領域１１を、該枠状装飾部材２０の上方から左側に位置する第１球流下領域１１Ａおよ
び該枠状装飾部材２０の上方から右側に位置する第２球流下領域１１Ｂとに分けている。
【００２０】
　そして、枠状装飾部材２０には、図３に示すように、第１球流下領域１１Ａに臨む左側
部分に、該第１球流下領域１１Ａに開口すると共に内側の演出窓口２１に開口する球導入
路２３が形成され、第１球流下領域１１Ａから該球導入路２３内へ入ったパチンコ球を、
演出窓口２１内へ導入可能となっている。また、図３および図４に示すように、枠状装飾
部材２０における演出窓口２１の下部に位置する取付板部２４に、左右に延在して左部が
球導入路２３の球出口の下縁に整合するステージ部２５が設けられており、球導入路２３



(9) JP 6045990 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

の球出口から通出されたパチンコ球が、該ステージ部２５の上面に形成された球転動面２
６上を左右に転動可能となっている。更に、枠状装飾部材２０の取付板部２４におけるス
テージ部２５の前側下部に、該ステージ部２５から落下したパチンコ球を、第１～第３の
排出部３５,３６,３７の何れかに振分けて遊技領域１１に向けて放出する球振分け装置Ｍ
が配設されている。
【００２１】
　また、前記遊技盤Ｄには、貫通口に配設された枠状装飾部材２０の左右略中央の真下に
始動入賞装置１５が配設され、該枠状装飾部材２０の右下部(始動入賞装置１５の右側上
方)に特別入賞装置１６が配設されている。すなわち、特別入賞装置１６は、枠状装飾部
材２０の右側に形成された第２球流下領域１１Ｂの下方に位置しており、該第２球流下経
路１１Ｂを流下したパチンコ球が入賞し得るようになっている。また、第１球流下領域１
１Ａの下方(始動入賞装置１５の左側)に、普通入賞装置１７が配設されている。更に、遊
技盤Ｄの遊技領域１１内には、多数の球案内釘１８や、回転球案内具１９等が配設されて
いる。
【００２２】
　前記始動入賞装置１５、特別入賞装置１６および普通入賞装置１７には、各々に入賞し
たパチンコ球を検知する球検知スイッチが個別に配設され、各球検知スイッチからの球検
知信号は、設置部材２８の後側に取り付けられて当該パチンコ機Ｐを総合的に制御する主
制御装置１２０に送出される。主制御装置１２０は、始動入賞装置１５の球検知スイッチ
からの球検知信号を受けると、大当り抽選を行なうと共に、設置部材２８の後側に取り付
けられた統括制御装置１２１に制御信号を出力して図柄表示装置Ｈに図柄変動演出を行な
わせると共に、中枠Ｂの後側に配設された払出制御装置１２２に制御信号を出力して、球
払出装置１２３に所定数のパチンコ球を賞球として払い出させる。そして、主制御装置１
２０における大当り抽選の結果として、特定条件である大当りが成立した場合には遊技者
に有利な特別遊技が付与され、図柄表示装置Ｈの表示部Ｈ１での図柄変動演出の後に、該
表示部Ｈ１に所定の図柄組合わせで図柄が停止表示されて、特別入賞装置１６の開閉扉１
６Ａが開放位置に姿勢変位して多数のパチンコ球の入賞が可能となる。また主制御装置１
２０は、特別入賞装置１６の球検知スイッチからの球検知信号を受けると、払出制御装置
１２２に制御信号を出力して球払出装置１２３に所定数のパチンコ球を賞球として払い出
させる。更に、主制御装置１２０は、普通入賞装置１７の球検知スイッチからの検出信号
を受けると、払出制御装置１２２に制御信号を出力して球払出装置１２３に所定数のパチ
ンコ球を賞球として払い出させる。なお、球払出装置１２３から払い出されたパチンコ球
は、上球皿Ｅまたは下球皿Ｆへ貯留される。
【００２３】
(ステージ部について)
　前記ステージ部２５の球転動面２６は、図４～図６に示すように、左右中央部２５Ａと
左端部２５Ｂとの中間部および該左右中央部２５Ａと右端部２５Ｃとの中間部が各々下方
へ凹んた形状に形成されている。左側の凹状部には、前方へ傾斜した左案内凹部２６Ａが
形成されると共に、右側の凹状部には、前方へ傾斜した右案内凹部２６Ｂが形成されてい
る。すなわち、ステージ部２５の球転動面２６は、左端部２５Ｂから左案内凹部２６Ａに
向けて下方傾斜すると共に左右中央部２５Ａから該左案内凹部２６Ａに向けて下方傾斜す
る一方、左右中央部２５Ａから右案内凹部２６Ｂに向けて下方傾斜すると共に右端部２５
Ｃから右案内凹部２６Ｂに向けて下方傾斜している。また、ステージ部２５の前端には、
左案内凹部２６Ａの前側部分および右案内凹部２６Ｂの前側部分を除いた部分に、球転動
面２６より上方へ突出した落下防止リブ２７が形成されており、球転動面２６を転動する
パチンコ球が、左右の案内凹部２６Ａ,２６Ｂ以外の部分から前方へ落下するのを防止す
るようになっている。従って、球導入路２３からステージ部２５に通出されたパチンコ球
は、球転動面２６上を左右に転動した後、左案内凹部２６Ａまたは右案内凹部２６Ｂの何
れかから前方へ落下するようになっている。
【００２４】



(10) JP 6045990 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

(球振分け部)
　球振分け装置Ｍは、図４～図９に示すように、右側に位置する第１球振分け部Ｍ１およ
び左側に位置する第２球振分け部Ｍ２とを備えている。第１球振分け部Ｍ１および第２球
振分け部Ｍ２は、左右対称構造に構成されており、縦向きの軸回りで回転する複数(実施
例では第１～第３の３つ)の振分け体５０,６０,７０からなる振分け機構を夫々備えてい
る。第１球振分け部Ｍ１の第１～第３の各振分け体５０,６０,７０および第２球振分け部
Ｍ２の第１～第３の各振分け体５０,６０,７０は、第１球振分け部Ｍ１の下部右側に設置
された駆動手段としての駆動モータ９６が駆動することで、同期的に回転制御されるよう
構成されている。そして、球振分け装置Ｍは、球導入部であるステージ部２５から第１球
振分け部Ｍ１または第２球振分け部Ｍ２へ落下したパチンコ球を、駆動モータ９６により
同期的に回転する第１～第３の各振分け体５０,６０,７０で不規則に移動させ、複数(実
施例では第１～第３の３つ)の排出部３５,３６,３７の何れかへ振分けて遊技領域１１へ
排出するよう構成されている。ここで、駆動モータ９６は、前述した主制御装置(駆動制
御手段)１２０により駆動制御され、当該パチンコ機Ｐの電源投入と同時に駆動されると
共に、電源投入後は連続駆動するようになっている。
【００２５】
　次に、球振分け装置Ｍについて詳細に説明する。ここで、第１球振分け部Ｍ１および第
２球振分け部Ｍ２は、左右対称の構造となっていて基本的な構造は同じであるから、以降
の説明においては、右側の第１球振分け部Ｍ１について説明して、第２球振分け部Ｍ２に
ついては第１球振分け部Ｍ１の各構成部材、部位と対応する構成部材、部位に同一符号を
付すこととする。なお、第１球振分け部Ｍ１の説明における「左右」は、第２球振分け部
Ｍ２では逆となる。
【００２６】
　球振分け装置Ｍは、図５、図７および図８に示すように、上部本体３０および該上部本
体３０の下側に配設された下部支持体３１を備え、上部本体３０および下部支持体３１は
、互いに連結された状態で枠状装飾部材２０の取付板部２４に対しネジ等により取り付け
られている。上部本体３０には、第１球振分け部Ｍ１および第２球振分け部Ｍ２の各々に
、上下に円形状に開口して第１振分け体(振分け体)５０を収容可能な第１配設部３２と、
上下に円形状に開口して第２振分け体６０を収容可能な第２配設部３３と、上下に円形状
に開口して第３振分け体７０を収容可能な第３配設部３４とが画成されると共に、第１～
第３の排出部３５,３６,３７が画成されている。また、下部支持体３１は、第１球振分け
部Ｍ１および第２球振分け部Ｍ２の各々に、第１振分け体５０を支持する第１支持部４０
と、第２振分け体６０を支持する第２支持部４１と、第３振分け体７０を支持する第３支
持部４２とが設けられている。また、下部支持体３１の右部には、駆動モータ９６を取付
けるためのモータ設置部４３が設けられている。
【００２７】
(上部本体)
　上部本体３０には、図４～図６に示すように、第１球振分け部Ｍ１および第２球振分け
部Ｍ２の各々に、第１配設部３２を画成する円筒状の第１外周壁部(外周壁部)４５と、第
２配設部３３を画成する円筒状の第２外周壁部４６と、第３配設部３４を画成する円筒状
の第３外周壁部４７が、夫々上方へ突出して形成されている。ここで、第１球振分け部Ｍ
１では、ステージ部２５における右案内凹部２６Ｂの前方に第１配設部３２が設けられ、
該第１配設部３２の左側に隣接して第２配設部３３が設けられ、該第１配設部３２の前側
に隣接した第３配設部３４が設けられている。なお、第２配設部３３は、第１配設部３２
に対し、該第１配設部３２の半径と同程度で前方へ偏倚して設けられ、第３配設部３４は
、第１配設部３２の略前方に設けられている。一方、第２球振分け部Ｍ２は、ステージ部
２５における左案内凹部２６Ａの前方に第１配設部３２が設けられ、該第１配設部３２の
右側に隣接して第２配設部３３が設けられ、該第１配設部３２の前側に隣接した第３配設
部３４が設けられている。
【００２８】
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(第１振分け体)
　第１振分け体５０は、図４、図６、図１０および図１２に示すように、円形に形成され
た第１上壁部５１と、該第１上壁部５１の外周縁から下方へ延出した円筒状に形成された
第１円筒部５２とが一体に形成された円筒状部材である。第１上壁部５１には、ステージ
部２５の右案内凹部２６Ｂから導入されたパチンコ球を載置可能の複数(実施例では４つ)
の第１載置面(載置面)５３,５４が、高さが異なるように形成されている。ここで、各第
１載置面５３,５４は、円形の第１上壁部５１を十字状に４等分して構成され、各々が扇
形状をなしている。そして、４つの第１載置面５３,５４は、３つの第１載置面５３が同
一高さに形成されていると共に、残りの１つの第１載置面５４は、３つの第１載置面５３
より低い位置に形成されている(以降、高い位置の３つの各第１載置面５３を「第１上載
置面」といい、第１上載置面５３より低い１つの第１載置面５４を「第１下載置面」とい
う)。また、第１上載置面５３および第１下載置面５４は、上壁部５１の中心から外周方
向へ僅かに下方傾斜しており、載置されたパチンコ球が外周方向へ移動し易くなっている
。更に、第１上壁部５１において、互いに隣接する第１上載置面５３,５３の境界および
互いに隣接する第１上載置面５３と第１下載置面５４の境界には、第１上載置面５３より
上方へ突出したリブ状の第１仕切り部(仕切り部)５５が、該境界に沿って延在するように
突設されている。これにより、何れかの第１上載置面５３に載置されたパチンコ球が隣接
する第１上載置面５３へ移動するのを第１仕切り分５５で阻止し得ると共に、第１上載置
面５３に載置されたパチンコ球が第１下載置面５４へ落下するのを第１仕切り部５５で阻
止し得るようになっている。
【００２９】
　前述のように構成された第１振分け体５０は、図１０(ａ)および図１０(ｂ)に示すよう
に、下部支持体３１の第１支持部４０に垂直に配設された第１回転軸１０４に対し水平状
態に固定された第１従動ギア(連係手段)１００の上面に、第１上壁部５１の中心が第１回
転軸１０４の軸線に上下方向で一致した状態で固定されている。そして、第１振分け体５
０は、上部本体３０に設けられた第１配設部３２に収容された状態で、第１従動ギア１０
０が第１回転軸１０４を中心として回転することで、該第１配設部３２内で回転するよう
になっている。ここで、図１２(ａ)に示すように、第１配設部３２に収容された第１振分
け体５０は、第１上載置面５３の高さ位置が、該第１配設部３２を画成する第１外周壁部
４５の上端より低くなっており、第１上載置面５３および第１下載置面５４に載置された
パチンコ球が第１振分け体５０が回転する際に径方向外方へ落下するのを阻止し得るよう
になっている。
【００３０】
(第２振分け体)
　第２振分け体６０は、図４、図６、図１０および図１３に示すように、円形に形成され
た第２上壁部６１と、該第２上壁部６１の外周縁から下方へ延出した円筒状に形成された
第２円筒部６２とが一体に形成された円筒状部材である。第２振分け体６０の第２上壁部
６１は、第１振分け体５０の第１上壁部５１と同径であり、また第２円筒部６２の高さ寸
法は、第１振分け体５０の第１円筒部５２より小さく設定されている。第２上壁部６１に
は、第１振分け体５０で振分けられて放出されたパチンコ球を載置可能の複数(実施例で
は４つ)の第２載置面６３,６４、高さが異なるように形成されている。ここで、各第２載
置面６３,６４は、円形の第２上壁部６１を十字状に４等分して構成され、各々が扇形状
をなしている。そして、４つの第２載置面６３,６４は、中心を挟んで対向した位置の２
つの第２載置面６３が同一高さに形成されていると共に、残りの２つの第２載置面６４は
、２つより低い位置に形成されている(以降、高い位置の第２載置面６３を「第２上載置
面」といい、第２上載置面６３より低い位置の各第２載置面６４を「第２下載置面」とい
う)。すなわち、第２上壁部６１には、第２上載置面６３と第２下載置面６４とが、周方
向へ交互に位置するように設けられている。なお、第２上載置面６３および第２下載置面
６４は、上壁部６１の中心から外周方向へ僅かに下方傾斜しており、載置されたパチンコ
球が外周方向へ移動し易くなっている。更に、第２上壁部６１において隣接する第２上載
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置面６３と第２下載置面６４との境界には、第２上載置面６３より上方へ突出したリブ状
の第２仕切り部６５が、該境界に沿って延在するように突設されている。これにより、第
２上載置面６３に載置されたパチンコ球が第２下載置面６４へ落下するのを第２仕切り部
６５で阻止し得るようになっている。
【００３１】
　前述のように構成された第２振分け体６０は、図１０(ａ)および図１０(ｂ)に示すよう
に、下部支持体３１の第２支持部４１に垂直に配設された第２回転軸１０５に対し水平状
態に固定された第２従動ギア(連係手段)１０１の上面に、第２上壁部６１の中心が第２回
転軸１０５の軸線に上下方向で一致した状態で固定されている。ここで、第２振分け体６
０は、図１０(ｂ)および図１３(ａ)に示すように、第２上載置面６３の高さが、第１振分
け体５０の第１下載置面５４の高さより低くなるように配設されている。また、第２振分
け体６０の第２上載置面６３は、第１配設部３２と第２配設部３３とを連通する第１の第
１球放出部(球放出部)８０の下縁より下方に位置している。そして、第２振分け体６０は
、上部本体３０に設けられた第２配設部３３に収容された状態で、第１従動ギア１００に
噛合した第２従動ギア１０１が第１回転軸１０４を中心として回転することで、該第２配
設部３３内で回転するようになっている。ここで、図１３(ａ)および図１３(ｂ)に示すよ
うに、第２配設部３３に収容された第２振分け体６０は、第２上載置面６３の高さ位置が
、該第２配設部３３を画成する第２外周壁部４６の上端より低くなっており、第２上載置
面６３および第２下載置面６４に載置されたパチンコ球が第２振分け体６０が回転する際
に径方向外方へ落下するのを阻止し得るようになっている。
【００３２】
(第３振分け体)
　第３振分け体７０は、図４、図６、図１０および図１２に示すように、円形に形成され
た第３上壁部７１と、該第３上壁部７１の外周縁から下方へ延出した円筒状に形成された
第３円筒部７２とが一体に形成された円筒状部材である。第３振分け体７０の第３上壁部
７１は、第１振分け体５０の第１上壁部５１および第２振分け体６０の第２上壁部６１と
同径となっている。また、第３上壁部７１には、第１振分け体５０で振分けられて放出さ
れたパチンコ球および第２振分け体６０で振分けられて放出されたパチンコ球を載置可能
の複数(実施例では４つ)の第３載置面７３,７４が、高さが異なるように形成されている
。ここで、各第３載置面７３,７４は、円形の第３上壁部７１を十字状に４等分して構成
され、各々が扇形状をなしている。そして、４つの第３載置面７３,７４は、３つの第３
載置面７４が同一高さに形成されていると共に、残りの１つの第３載置面７３は、３つの
第３載置面７４より高い位置に形成されている(以降、高い位置の１つの第３載置面７４
を「第３上載置面」といい、第３上載置面７３より低い位置の３つの第３載置面７４を「
第３下載置面」という)。なお、第３上載置面７３および第３下載置面７４は、上壁部７
１の中心から外周方向へ僅かに下方傾斜しており、載置されたパチンコ球が外周方向へ移
動し易くなっている。更に、第３上壁部７１において、互いに隣接する第３下載置面７４
,７４の境界および互いに隣接する第３上載置面７３と第３下載置面７４の境界には、第
３上載置面７３より上方へ突出したリブ状の第３仕切り部７５が、該境界に沿って延在す
るように突設されている。これにより、第３上載置面７４に載置されたパチンコ球が第３
下載置面７４へ落下するのを第３仕切り部７５で阻止し得ると共に、何れかの第３下載置
面７４に載置されたパチンコ球が隣接する第３下載置面７４へ移動するのを第３仕切り部
７５で阻止し得るようになっている。
【００３３】
　前述のように構成された第３振分け体７０は、図１０(ａ)および図１０(ｂ)に示すよう
に、下部支持体３１の第３支持部４２に垂直に配設された第３回転軸１０６に水平状態に
固定された第３従動ギア(連係手段)１０２の上面に、第３上壁部７１の中心が第３回転軸
１０６の軸線に上下方向で一致した状態で固定されている。ここで、第３振分け体７０は
、図１４(ａ)および図１４(ｂ)に示すように、第３上載置面７３の高さが、第２振分け体
６０の第２下載置面６４の高さより低くなっている。また、図１２(ａ)および図１２(ｂ)
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に示すように、第３振分け体７０の第３上載置面７３は、第１配設部３２と第３配設部３
４とを連通する第１の第２球放出部(第２の球放出部)８５の下縁より下方に位置すると共
に、図１７(ａ)および図１７(ｂ)に示すように、第２配設部３３と第３配設部３４とを連
通する第２の第２球放出部(第２の球放出部)８６の下縁より下方に位置している。そして
、第３振分け体７０は、上部本体３０に設けられた第３配設部３４に収容された状態で、
第１従動ギア１００に噛合した第３従動ギア１０２が第３回転軸１０６を中心として回転
することで、該第３配設部３４内で回転するようになっている。ここで、１４に示すよう
に、第３配設部３４に収容された第３振分け体７０は、第３上載置面７３の高さ位置が、
該第３配設部３４を画成する第３外周壁部４７の上端より低くなっており、第３上載置面
７３および第３下載置面７４に載置されたパチンコ球が第３振分け体７０が回転する際に
径方向外方へ落下するのを阻止し得るようになっている。
【００３４】
(駆動機構)
　下部支持体３１には、図９および図１０に示すように、モータ設置部４３に配設した駆
動モータ９６と、第１支持部４０に配設した第１従動ギア１００と、第２支持部４１に配
設した第２従動ギア１０１と、第３支持部４２に配設した第３従動ギア１０２とを備えた
駆動機構９５が配設されている。駆動モータ９６は、駆動軸９７を垂直上方に向けた姿勢
でモータ設置部４３に固定されると共に、第１従動ギア１００の下方に配設された中間ギ
ア(連係手段)１０３と噛合する駆動ギア９８が、該駆動軸９７の先端に固定されている。
駆動モータ９６は、例えばステッピングモータであって、主制御装置１２０により制御さ
れて回転方向を正逆制御されると共に、正回転および逆回転の両方向において回転速度を
増減制御し得るようになっている。なお、主制御装置１２０は、後述するように、予め設
定された作動態様(表１参照)を、所定時間毎に所定順序で切り替えて、各作動態様に基づ
いて駆動モータ９６を駆動制御するようになっている。
【００３５】
　図１０(ａ)および図１０(ｂ)に示すように、前述した第１配設部３２の真下に位置する
第１支持部４０に、第１駆動ギア１００および中間ギア１０３を回転可能に支持する第１
回転軸１０４が、垂直に立った状態で支持されている。中間ギア１０３は、駆動ギア９８
と略同じ高さ位置で第１回転軸１０４に固定され、該駆動ギア９８と噛合している。第１
従動ギア１００は、中間ギア１０３から上方へ所要間隔に離間した位置で該第１回転軸１
０４に固定され、上面に第１振分け体５０が固定されている。ここで、第１回転軸１０４
は、円形に画成された第１配設部３２の中心と軸心が一致するように配設されており、第
１従動ギア１００の上面に固定された第１振分け体５０が、第１配設部３２内において偏
心せずに回転するようになっている。なお、第１従動ギア１００は、駆動ギア９８と噛合
した中間ギア１０３が回転することで、該駆動ギア９８の回転方向と逆方向に回転する。
【００３６】
　図１０(ａ)および図１０(ｂ)に示すように、前述した第２配設部３３の真下に位置する
第２支持部４１に、第２従動ギア１０１を回転可能に支持する第２回転軸１０５が、垂直
に立った状態で支持されている。第２従動ギア１０１は、第１従動ギア１００と同じ高さ
位置で第２回転軸１０５に固定されて該第１従動ギア１００と噛合しており、該第１従動
ギア１００の回転方向と逆方向、すなわち駆動ギア９８と同方向に回転するようになって
いる。そして、第２回転軸１０５は、円形に画成された第２配設部３３の中心と軸心が一
致するように配設されており、第２従動ギア１０１の上面に固定された第２振分け体６０
が、第２配設部３３内において偏心せずに回転するようになっている。
【００３７】
　図１０(ａ)および図１０に示すように、前述した第３配設部３４の真下に位置する第３
支持部４２に、第３従動ギア１０２を回転可能に支持する第３回転軸１０６が、垂直に立
った状態で支持されている。第３従動ギア１０２は、中間ギア１０３と同じ高さ位置で第
３回転軸１０６に固定されて該中間ギア１０３と噛合しており、該中間ギア１０３の回転
方向と逆方向、すなわち駆動ギア９８と同方向に回転するようになっている。そして、第
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３回転軸１０６は、円形に画成された第３配設部３４の中心と軸心が一致するように配設
されており、第３従動ギア１０２の上面に固定された第３振分け体７０が、第３配設部３
４内において偏心せずに回転するようになっている。
【００３８】
(中継ギア)
　下部支持体３１には、図９および図１０に示すように、第１球振分け部Ｍ１の第２従動
ギア１０１と第２球振分け部Ｍ２の第２従動ギア１０１とを連係する複数(実施例では４
つ)の中継ギア(連係手段)１０８が、該下部支持体３１に垂直に立った状態で支持された
第４回転軸１０９回転自在に支持されている。各中継ギア１０８は、何れも同径の平歯車
で、左右方向へ直線状に配列されて隣接するギア同士が噛合しており、最も右側に位置す
る中継ギア１０８は、第１球振分け部Ｍ１の第２従動ギア１０１に噛合していると共に、
最も左側に位置する第２中継ギア１０８は第２球振分け部Ｍ２の第２従動ギア１０１に噛
合している。従って、駆動モータ９６が回転駆動すると、第１球振分け部Ｍ１の第１～第
３の各従動ギア１００,１０１,１０２が同期回転すると共に、各中継ギア１０８が同期回
転することで、第２球振分け部Ｍ２の第１～第３の従動ギア１００,１０１,１０２も同期
回転するようになっている。ここで、４つの中継ギア１０８を備えていることにより、第
２球振分け部Ｍ２の第１従動ギア１００は第１球振分け部Ｍ１の第１従動ギア１００と逆
方向へ回転し、第２球振分け部Ｍ２の第２従動ギア１０１は第１球振分け部Ｍ１の第１従
動ギア１０１と逆方向へ回転し、第２球振分け部Ｍ２の第３従動ギア１０２は第１球振分
け部Ｍ１の第３従動ギア１０２と逆方向へ回転するようになっている。
【００３９】
(第１球放出部)
　図４および図６に示すように、第１配設部３２に収容された第１振分け体５０の外側を
囲む第１外周壁部４５に、第１振分け体５０の第１上載置面５３上および第１下載置面５
４上のパチンコ球を放出する第１球放出部(球放出部)８０,８１が、第１円筒部５２にお
ける外周方向(第１振分け体５０の回転方向)へ離間して複数(実施例では２つ)設けられて
いる(以降、２つの第１球放出部８０,８１を区別するため「第１」および「第２」を付け
て、「第１の第１球放出部８０」、「第２の第１球放出部８１」という)。すなわち、第
１球振分け部Ｍ１では、上方から見て、時計回りにおいて第２の第１球放出部８１が第１
の第１球放出部８０の後方に位置している(第２球振分け部Ｍ２では、上方から見て、反
時計回りにおいて第２の第１球放出部８１が第１の第１球放出部８０の後方に位置してい
る)。第１の第１球放出部８０は、第１外周壁部４５における前部分の上部(第３配設部３
４の上方後側部分)において、該第１外周壁部４５の上縁、第１配設部３２に臨む内周面
および第３配設部３４の上方で外周面に開口して、該第１外周壁部４５の上縁から凹状に
形成されている。第１の第１球放出部８０は、第１外周壁部４５の外周方向における開口
幅がパチンコ球の直径以上とされ、第１配設部３２の内側から第３配設部３４へのパチン
コ球の放出を許容する。ここで、第１の第１球放出部８０の下縁の高さは、第１配設部３
２に配設された第１振分け体５０における第１下載置面５４の外縁部分の高さより高く、
かつ第１上載置面５３の外縁部分の高さ以下に設定されている。また、第２の第１球放出
部８１は、第１外周壁部４５における左部分の上部(第２配設部３３の上方右側部分)にお
いて、該第１外周壁部４５の上縁、第１配設部３２に臨む内周面および第２配設部３３の
上方で外周面に開口して、該第１外周壁部４５の上縁から凹状に形成されている。第２の
第１球放出部８１は、第１外周壁部４５の外周方向における開口幅がパチンコ球の直径以
上とされ、第１配設部３２の内側から第２配設部３３へのパチンコ球の放出を許容する。
ここで、第２の第１球放出部８０の下縁の高さは、第１配設部３２に配設された第１振分
け体５０における第１下載置面５４の外縁部分の高さ以下に設定されている。
【００４０】
(第１規制部)
　図４、図６、図１２(ａ)および図１２(ｂ)に示すように、第１の第１球放出部８０にお
いて第１配設部３２に臨む部分(入口部)の下縁部が、第１規制部(規制部)８２となってい
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る。すなわち、第１規制部８２は、第１の第１球放出部８０における入口部の下縁部は、
第１配設部３２に配設された第１振分け体５０における第１下載置面５４の外縁部分の高
さより高く、かつ第１上載置面５３の外縁部分の高さ以下となっている。第１規制部８２
の第１下載置面５４からの突出高さは、該第１下載置面５４に載置されたパチンコ球が、
第１の第１球放出部８０に向けて移動するのを規制可能な高さに設定されている。従って
、第１規制部８２は、第１振分け体５０の第１上載置面５３に載置されたパチンコ球につ
いては第１の第１球放出部８０への移動を規制しないが(図１２(ａ))、第１下載置面５４
に載置されたパチンコ球については第１の第１球放出部８０への移動を規制し得るように
なっている(図１２(ｂ))。これにより、第１の第１球放出部８０からは、第１上載置面５
３に載置されたパチンコ球だけが放出可能となっている。
【００４１】
　一方、図４、図６、図１３(ａ)および図１３(ｂ)に示すように、第２の第１球放出部８
１の入口部における下縁部の高さは、前述したように、第１配設部３２に配設された第１
振分け体５０における第１下載置面５４の外縁部分の高さ以下となっているので、第２の
第１球放出部８１からは、第１上載置面５３に載置されたパチンコ球および第１下載置面
５４に載置されたパチンコ球が放出可能となっている。従って、第１振分け体５０におい
ては、第１下載置面５４に載置されたパチンコ球を第２の第１球放出部８１のみから放出
すると共に、第１上載置面５３に載置されたパチンコ球を第１の第１球放出部８０および
第２の第１球放出部８１の何れかから放出し得るようになっている。
【００４２】
(第２球放出部)
　図４および図６に示すように、第２配設部３３に収容された第２振分け体６０の外側を
囲む第２外周壁部４６に、第２振分け体６０の第２上載置面６３上および第２下載置面６
４上のパチンコ球を放出する第２球放出部８５,８６,８７が、第２円筒部６２における外
周方向(第２振分け体６０の回転方向)へ離間して複数(実施例では３つ)設けられている(
以降、３つの第２球放出部８５,８６,８７を区別するため「第１」～「第３」を付けて、
「第１の第２球放出部８５」、「第２の第２球放出部８６」、「第３の第２球放出部８７
」という)。すなわち、第１球振分け部Ｍ１では、上方から見て、反時計回りにおいて、
第１の第２球放出部８５より後方に第３の第２球放出部８７が位置し、第３の第２球放出
部８７より後方に第２の第２球放出部８６が位置している(第２球振分け部Ｍ２では、上
方から見て、時計回りにおいて、第１の第２球放出部８５より後方に第３の第２球放出部
８７が位置し、第３の第２球放出部８７より後方に第２の第２球放出部８６が位置してい
る)。第１の第２球放出部８５は、第２外周壁部４６における後部分から左部分の上部(第
２球振分け部Ｍ２においては、第２外周壁部４６における後部分から右部分に亘る上部)
において、該第２外周壁部４６の上縁、第２配設部３３に臨む内周面および外周面に開口
して、該第２外周壁部４６の上縁から凹状に形成されている。第１の第２球放出部８５は
、第２外周壁部４６の外周方向における開口幅がパチンコ球の直径以上とされ、第２配設
部３３の内側から第１排出部３５へのパチンコ球の放出を許容する。第１の第２球放出部
８５の下縁の高さは、第２配設部３３に配設された第２振分け体６０における第２下載置
面６４の外縁部分の高さより高く、かつ第２上載置面６３の外縁部分の高さ以下に設定さ
れている。
【００４３】
　また、第２の第２球放出部８６は、第２外周壁部４６の前部分から右部分に亘る上部(
第２球振分け部Ｍ２においては、第２外周壁部４６における前部分から左部分に亘る上部
)において、該第２外周壁部４６の上縁、第２配設部３３に臨む内周面および外周面に開
口して、該第２外周壁部４６の上縁から凹状に形成されている。第２の第２球放出部８６
は、第２外周壁部４６の外周方向における開口幅がパチンコ球の直径以上とされ、第２配
設部３３の内側から第３配設部３４へのパチンコ球の放出を許容する。そして、第２の第
２球放出部８６の下縁の高さは、第２配設部３３に配設された第２振分け体６０における
第２下載置面６４の外縁部分の高さ以下に設定されている。一方、第３の第２球放出部８
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７は、第２外周壁部４６の前部分から左部分に亘る上部(第２球振分け部Ｍ２においては
、第２外周壁部４６における前部分から右部分に亘る上部)において、該第２外周壁部４
６の上縁、第２配設部３３に臨む内周面および外周面に開口して、該第２外周壁部４６の
上縁から凹状に形成されている。第３の第２球放出部８７は、第２外周壁部４６の外周方
向における開口幅がパチンコ球の直径以上とされ、第２配設部３３の内側から第２排出部
３６へのパチンコ球の放出を許容する。そして、第３の第２球放出部８７の下縁の高さは
、第２配設部３３に配設された第２振分け体６０における第２下載置面６４の外縁部分の
高さ以下に設定されている。
【００４４】
(第２規制部)
　図４、図６、図１４(ａ)および図１４(ｂ)に示すように、第１の第２球放出部８５にお
いて第２配設部３３に臨む部分(入口部)の下縁部が、第２規制部(第２の規制部)８８とな
っている。すなわち、第２規制部８８は、第１の第２球放出部８５における入口部下縁の
高さは、第２配設部３３に配設された第２振分け体６０における第２下載置面６４の外縁
部分の高さより高く、かつ第２上載置面６３の外縁部分の高さ以下となっている。第２規
制部８８の第２下載置面６４からの突出高さは、該第２下載置面６４に載置されたパチン
コ球が、第１の第２球放出部８５に向けて移動するのを規制可能な高さに設定されている
。従って、第２規制部８８は、第２振分け体６０の第２上載置面６３に載置されたパチン
コ球については第１の第２球放出部８５への移動を規制しないが(図１４(ｂ))、第２下載
置面６４に載置されたパチンコ球については第１の第２球放出部８５への移動を規制し得
るようになっている(図１４(ａ))。これにより、第１の第２球放出部８５からは、第２上
載置面６３に載置されたパチンコ球だけが放出可能となっている。
【００４５】
　一方、図１５および図１６に示すように、第２の第２球放出部８６の入口部および第３
の第２球放出部８７の入口部における下縁部の高さは、前述したように、何れも第２配設
部３３に配設された第２振分け体６０における第２下載置面６４の外縁部分の高さ以下と
なっているので(図１５(ｂ)、図１６(ｂ))、第２の第２球放出部８６および第３の第２球
放出部８７からは、第２上載置面６３に載置されたパチンコ球および第２下載置面６４に
載置されたパチンコ球が何れも放出可能となっている。従って、第２振分け体６０におい
ては、第２下載置面６４に載置されたパチンコ球を第２の第２球放出部８６または第３の
第２球放出部８７から放出すると共に、第２上載置面６３に載置されたパチンコ球を第１
～第３の第２球放出部８５,８６,８７の何れかから放出し得るようになっている。
【００４６】
(第３球放出部)
　図４および図６に示すように、第３配設部３４に収容された第３振分け体７０の外側を
囲む第３外周壁部４７に、第３振分け体７０の第３上載置面７３上および第３下載置面７
４上のパチンコ球を放出する第３球放出部９０,９１が、第３円筒部７２における外周方
向(第３振分け体７０の回転方向)へ離間して複数(実施例では２つ)設けられている(以降
、２つの第３球放出部９０,９１を区別するため「第１」および「第２」を付けて、「第
１の第３球放出部９０」、「第２の第３球放出部９１」という)。すなわち、第１球振分
け部Ｍ１では、上方から見て、反時計回りにおいて、第１の第３球放出部９０より後方に
第２の第３球放出部９１が位置している(第２球振分け部Ｍ２では、上方から見て、時計
回りにおいて、第１の第３球放出部９０より後方に第２の第３球放出部９１が位置してい
る)。第１の第３球放出部９０は、第３外周壁部４７における左部分から前部分に亘る上
部において、該第３外周壁部４７の上縁、第３配設部３４に臨む内周面および外周面に開
口して、該第３外周壁部４７の上縁から凹状に形成されている。第１の第３球放出部９０
は、第３外周壁部４７の外周方向における開口幅がパチンコ球の直径以上とされ、第３配
設部３４の内側から第２排出部３６へのパチンコ球の放出を許容する。第１の第３球放出
部９０の下縁の高さは、第３配設部３４に配設された第３振分け体７０における第３下載
置面７４の外縁部分の高さより高く、かつ第３上載置面７３の外縁部分の高さ以下に設定
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されている。また、第２の第３球放出部９１は、第３外周壁部４７における前部分から右
部分に亘る上部において、該第３外周壁部４７の上縁、第３配設部３４に臨む内周面およ
び外周面に開口して、該第３外周壁部４７の上縁から凹状に形成されている。第２の第３
球放出部９１は、第３外周壁部４７の外周方向における開口幅がパチンコ球の直径以上と
され、第３配設部３４の内側から第３排出部３７へのパチンコ球の放出を許容する。第２
の第３球放出部９１の下縁の高さは、第３配設部３４に配設された第３振分け体７０にお
ける第３下載置面７４の外縁部分の高さ以下に設定されている。
【００４７】
(第３規制部)
　図４、図６、図１７(ａ)および図１７(ｂ)に示すように、第１の第３球放出部９０にお
いて第３配設部３４に臨む部分(入口部)の下縁部が、第３規制部９２となっている。すな
わち、第３規制部９２は、第１の第３球放出部９０における入口部の下縁部は、第３配設
部３４に配設された第３振分け体７０における第３下載置面７４の外縁部分の高さより高
く、かつ第３上載置面７３の外縁部分の高さ以下となっている。第３規制部９２の第３下
載置面７４からの突出高さは、該第３下載置面７４に載置されたパチンコ球が、第１の第
３球放出部９０に向けて移動するのを規制可能な高さに設定されている。従って、第３規
制部９２は、第３振分け体７０の第３上載置面７３に載置されたパチンコ球については第
１の第３球放出部９０への移動を規制しない(図１７(ｂ))が、第３下載置面７４に載置さ
れたパチンコ球については第１の第３球放出部９０への移動を規制し得るようになってい
る(図１７(ａ))。これにより、第１の第３球放出部９０からは、第３上載置面７３に載置
されたパチンコ球だけが放出可能となっている。
【００４８】
　一方、図１６(ａ)および図１６(ｂ)に示すように、第２の第３球放出部９１の入口部に
おける下縁部の高さは、第３振分け体７０における第３下載置面７４の外縁部分の高さ以
下となっている。これにより、第２の第３球放出部９１からは、第３上載置面７３に載置
されたパチンコ球および第３下載置面７４に載置されたパチンコ球が放出可能となってい
る。従って、第３振分け体７０においては、第３下載置面７４に載置されたパチンコ球を
第２の第３球放出部９１のみから放出すると共に、第３上載置面７３に載置されたパチン
コ球を第１の第３球放出部９０または第２の第３球放出部９１の何れかから放出し得るよ
うになっている。
【００４９】
(第１排出部)
　前記第１排出部３５は、図３～図６および図１１に示すように、枠状装飾部材２０の下
部に、前後に延在する樋状に形成されている。そして、第１排出部３５は、後部が二股に
分岐して、右方へ分岐した部分が第１球振分け部Ｍ１における第１の第２球放出部８５の
出口部下方に臨んでいると共に、左方へ分岐した部分が第２球振分け部Ｍ２における第１
の第２球放出部８５の出口部下方に臨んでいる。また、第１排出部３５の前側は、枠状装
飾部材２０の装飾パネル２２において始動入賞装置１５の真上となる位置に開口形成され
た球排出口３８に整合している。ここで、始動入賞装置１５は、前述したように、パチン
コ球が入賞すると主制御装置１２０が当り抽選を行なう契機となって所謂遊技者に有利な
遊技を現出する条件を発生させ得るものであるから、第１排出部３５の球排出口(出口部)
３８は、遊技者に有利な遊技を現出する条件を発生させ得る特定領域の上方に位置してい
る。従って、ステージ部２５の右案内凹部２６Ｂから第１球振分け部Ｍ１へ導入されて、
該第１球振分け部Ｍ１の第２振分け体６０により第１の第２球放出部８５を介して第１排
出部３５へ振分けられたパチンコ球と、ステージ部２５の左案内凹部２６Ａから第２球振
分け部Ｍ２へ導入されて、該第２球振分け部Ｍ２の第２振分け体６０により第１の第２球
放出部８５を介して第１排出部３５へ振分けられたパチンコ球は、該第１排出部３５へ案
内されて球排出口３８から始動入賞装置１５の上方において遊技領域１１へ排出されるか
ら、該始動入賞装置１５に対して高確率で入賞し得るようになっている。
【００５０】
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(第２排出部)
　前記第２排出部３６は、図４～図６に示すように、上部本体３０の前側部分において左
右に延在するように設けられて、枠状装飾部材２０の装飾パネル２２上縁後側に位置して
いる。すなわち、第２排出部３６は、第１球振分け部Ｍ１における第１の第３球放出部９
０の出口部下方と、第２球振分け部Ｍ２における第１の第３球放出部９０の出口部下方と
の間で、左右に延在している。また、第２排出部３６において、前記球排出口３８の右上
方となる部位に、下方へ凹むと共に前方へ傾斜した右放出凹部３６Ａが形成されていると
共に、該球排出口３８の左上方となる部位に、下方へ凹むと共に前方へ傾斜した左放出凹
部３６Ｂが形成されており、パチンコ球を右放出凹部３６Ａまたは左放出凹部３６Ｂから
前方へ排出可能に構成されている。更に、第２排出部３６には、右放出凹部３６Ａと左放
出凹部３６Ｂとの間において第１排出部３５の直上のなる部位に、下方へ凹むと共に後方
へ傾斜した中放出凹部３６Ｃが形成されており、該中放出凹部３６Ａに到来したパチンコ
球を第１排出部３５へ放出可能に構成されている。
【００５１】
　従って、ステージ部２５の右案内凹部２６Ｂから第１球振分け部Ｍ１へ導入されて、第
３の第２球放出部８７または第１の第３球放出部９０から放出したパチンコ球と、ステー
ジ部２５の左案内凹部２６Ａから第２球振分け部Ｍ２へ導入されて、第３の第２球放出部
８７または第１の第３球放出部９０から放出したパチンコ球は、第２排出部３６へ案内さ
れて、左放出凹部３６Ｂまたは右放出凹部３６Ａから始動入賞装置１５の左上方または右
上方において遊技領域１１へ排出されるか、または中放出凹部３６Ｃから第１排出部３５
を介して始動入賞装置１５の直上へ排出される。すなわち、第２排出部３６へ振分けられ
たパチンコ球は、左放出凹部３６Ｂまたは右放出凹部３６Ａから排出されると始動入賞装
置１５の左側または右側へ落下するから、第１排出部３５へ振分けられたパチンコ球に比
べて該始動入賞装置１５へ入賞する確率が低いが、中放出凹部３６Ｃから排出されると、
第２振分け体６０から第１排出部３５へ振分けられたパチンコ球と同様に始動入賞装置１
５への入賞する確率が高くなる。特に、第１球振分け部Ｍ１における第１の第３球放出部
９０へ振分けられたパチンコ球および第２球振分け部Ｍ２における第１の第３球放出部９
０へ振分けられたパチンコ球は、第２排出部３６の右端または左端に落下した後に中放出
凹部３６Ｃ方向へ転動するから、勢いがある場合には右放出凹部３６Ａまたは左凹出凹部
３６Ｂを通過して該中放出凹部３６Ｃに到達し易い。また、第１球振分け部Ｍ１における
第３の第２球放出部８７から放出されたパチンコ球および第２球振分け部Ｍ２における第
３の第２球放出部８７から放出されたパチンコ球は、右放出凹部３６Ａまたは左放出凹部
３６Ｂの横に落下して該右放出凹部３６Ａまたは左放出凹部３６Ｂに移動し易く、中放出
凹部３６Ｃに到達し難い。
【００５２】
(第３排出部)
　前記第３排出部３７は、図４～図６に示すように、第１球振分け部Ｍ１においては、上
部本体３０の前部右端において前方へ開口し、該第１球振分け部Ｍ１における第２の第３
球放出部９１に連通するよう設けられ、第２球振分け部Ｍ２においては、上部本体３０の
前部左端に前方へ開口し、該第２球振分け部Ｍ２における第２の第３球放出部９１に連通
するよう設けられている。従って、ステージ部２５の右案内凹部２６Ｂから第１球振分け
部Ｍ１へ導入されて、該第１球振分け部Ｍ１の第３振分け体７０により第２の第３球放出
部９１から放出されて第３排出部３７へ振分けられたパチンコ球は、始動入賞装置１５か
ら右上方へ離れた位置において遊技領域１１へ排出されるようになっている。また、ステ
ージ部２５の左案内凹部２６Ａから第２球振分け部Ｍ２へ導入されて、該第２球振分け部
Ｍ２の第３振分け体７０により第２の第３球放出部９１から放出されて第３排出部３７へ
振分けられたパチンコ球は、始動入賞装置１５から左上方へ離れた位置において遊技領域
１１へ排出されるようになっている。すなわち、左右の第３排出部３７,３７へ振分けら
れたパチンコ球は、始動入賞装置１５から左方または右方へ離れた位置に落下するように
なり、第２排出部３６へ振分けられたパチンコ球よりも該始動入賞装置１５への入賞確率
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が低くなっている。
【００５３】
(球振分け装置の作動態様について)
　実施例の球振分け装置Ｍは、前述したように、主制御装置１２０により駆動モータ９６
が駆動制御され、該駆動モータ９６の回転方向、回転速度が制御されることで、第１球振
分け部Ｍ１の第１～第３振分け体５０,６０,７０および第２球振分け部Ｍ２の第１～第３
振分け体５０,６０,７０の回転方向および回転速度が一括に制御される。そして、主制御
装置１２０は、後述する複数(実施例では８つ)の作動態様を予め決められた規定の順序で
連続して繰り返し実行する駆動制御部を備えており、当該パチンコ機Ｐの電源投入時から
当該球振分け装置Ｍを連続的かつ規則的に駆動制御するようになっている。次の表１に、
作動態様ＣＰ１～ＣＰ８を示す。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　表１に示すように、第１～第４の作動態様ＣＰ１,ＣＰ２,ＣＰ３,ＣＰ４は、駆動モー
タ９６を正回転(図６において駆動軸９７が左回転)させるもので、このうち第１および第
２作動態様ＣＰ１,ＣＰ２は、駆動モータ９６を低速で定速回転させるものであり、第３
および第４作動態様ＣＰ３,ＣＰ４は、第１および第２作動態様ＣＰ１,ＣＰ２より高速で
、駆動モータ９６を定速回転させるさせるものである。なお、駆動モータ９６が正回転す
る場合は、図６において、第１球振分け部Ｍ１では、第１振分け体５０が右回転すると共
に第２振分け体６０および第３振分け体７０は左回転し、第２球振分け部Ｍ２では、第１
振分け体５０が左回転すると共に第２振分け体６０および第３振分け体７０は右回転する
。
【００５６】
　そして、第１作動態様ＣＰ１は、駆動モータ９６を第１時間に亘って低速正回転させる
ものであり、第２作動態様ＣＰ２は、駆動モータ９６を第１時間より長い第２時間に亘っ
て低速正回転させるものである。また、第３作動態様ＣＰ３は、駆動モータ９６を前記第
１時間に亘って高速正回転させるものであり、第４作動態様ＣＰ４は、駆動モータ９６を
前記第２時間に亘って高速正回転させるものである。
【００５７】
　一方、第５～第８の作動態様ＣＰ５,ＣＰ６,ＣＰ７,ＣＰ８は、駆動モータ９６を逆回
転(図６において駆動軸９７が右回転)させるもので、このうち第５および第６作動態様Ｃ
Ｐ５,ＣＰ６は、駆動モータ９６を低速で定速回転させるものであり、第７および第８作
動態様ＣＰ７,ＣＰ８は、第５および第６作動態様ＣＰ５,ＣＰ６より高速で、駆動モータ
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９６を定速回転させるさせるものである。なお、駆動モータ９６が逆回転する場合は、図
６において、第１球振分け部Ｍ１では、第１振分け体５０が左回転すると共に第２振分け
体６０および第３振分け体７０は右回転し、第２球振分け部Ｍ２では、第１振分け体５０
が右回転すると共に第２振分け体６０および第３振分け体７０は左回転する。
【００５８】
　そして、第５作動態様ＣＰ５は、駆動モータ９６を前記第１時間に亘って低速逆回転さ
せるものであり、第６作動態様ＣＰ６は、駆動モータ９６を第１時間より長い前記第２時
間に亘って低速逆回転させるものである。また、第７作動態様ＣＰ７は、駆動モータ９６
を第１時間に亘って高速逆回転させるものであり、第８作動態様ＣＰ８は、駆動モータ９
６を第２時間に亘って高速逆回転させるものである。
【００５９】
　なお、実施例では、第１、第２、第５、第６の各作動態様ＣＰ１,ＣＰ２,ＣＰ５,ＣＰ
６における駆動モータ９６の回転速度として設定された「低速回転」は、第１～第３の各
振分け体５０,６０,７０が３秒間に１回転(２０ｒｐｍ)する回転速度とされ、第３、第４
、第７、第８の各作動態様ＣＰ３,ＣＰ４,ＣＰ７,ＣＰ８における該駆動モータ９６の回
転速度として設定された「高速回転」は、第１～第３の各振分け体５０,６０,７０が１秒
間に１回転(６０ｒｐｍ)する回転速度とされる。また、第１、第３、第５、第７の各作動
態様ＣＰ１,ＣＰ３,ＣＰ５,ＣＰ７における駆動モータ９６の回転時間として設定された
「第１時間」とは、第１～第３の振分け体５０,６０,７０の各載置面５３,５４,６３,６
４,７３,７４に載置されたパチンコ球が第１～第３の球放出部８１,８２,８５,８６,８７
,９０,７１から確実に放出され得る時間で、実施例では１０秒に設定されており、第２、
第４、第６、第８の各作動態様ＣＰ２,ＣＰ４,ＣＰ６,ＣＰ８における駆動モータ９６の
回転時間として設定された「第２時間」とは、実施例では２０秒に設定されている。
【００６０】
　そして、実施例では、パチンコ機Ｐの電源が投入されると、主制御装置１２０が第１作
動態様ＣＰ１ → 第５作動態様ＣＰ５ → 第３作動態様ＣＰ３ → 第７作動態様ＣＰ７ 
→ 第２作動態様ＣＰ２ → 第６作動態様ＣＰ６ → 第４作動態様ＣＰ４ → 第８作動態
様ＣＰ８の順序で球振分け装置Ｍを連続作動させるように構成されている。そして、主制
御装置Ｍは、第８作動態様ＣＰ８による球振分け装置Ｍの作動制御が終了すると、再び第
１作動態様ＣＰ１から前記順序で球振分け装置Ｍを作動制御し、これにより該球振分け装
置Ｍは、当該パチンコ機Ｐの稼動中は常に連続的かつ規則的に作動する。
【００６１】
(実施例の作用)
　実施例のように構成された実施例のパチンコ機Ｐは、電源投入すると、球振分け装置Ｍ
が、主制御装置１２０の制御により連続的かつ規則的に作動する。そして、操作ハンドル
Ｇの操作すると、上球皿Ｅに貯留されたパチンコ球が遊技盤Ｄの遊技領域１１へ順次打ち
出され、該遊技領域１１内に到達したパチンコ球が第１球流下領域１１Ａまたは第２球流
下領域１１Ｂを流下して始動入賞装置１５に入賞すると、該始動入賞装置１５に配設され
た球検知スイッチによる球検知信号が主制御装置１２０へ送出される。始動入賞装置１５
の球検知スイッチからの球検知信号を受けた主制御装置１２０は、所定の大当り抽選を行
なうと共に、統括制御装置１２１に制御信号を出力して図柄表示装置Ｈの表示部Ｈ１にお
いて図柄変動演出を行なわせる。そして主制御装置１２０は、大当り抽選の結果として大
当りが発生すると、統括制御装置１２１を介して図柄表示装置Ｈの表示部Ｈ１に所定の図
柄組合わせで図柄を停止表示させると共に、特別入賞装置１６の開閉扉１６Ａを開放動作
させて入賞口を開放させる。また、統括制御装置１２１は、主制御装置１２０からの制御
信号に基づき、可動演出装置や照明手段等を、図柄表示装置Ｈの表示部Ｈ１での遊技内容
に合わせて総合的に作動制御する。
【００６２】
　また、遊技盤Ｄの遊技領域１１へ打ち出された後に第１球流下領域１１Ａを流下するパ
チンコ球の一部は、枠状装飾部材２０に設けられた球導入路２３へ導入されて、該球導入
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路２３からステージ部２５へ通出される。そして、ステージ部２５へ通出されたパチンコ
球は、通出時の勢いによって球転動面２６上を左右へ適宜移動した後、左案内凹部２６Ａ
または右案内凹部２６Ｂの何れか一方から前方へ落下する。このうち、右案内凹部２６Ｂ
から前方へ落下したパチンコ球は、連続的かつ規則的に作動している球振分け装置Ｍにお
ける第１球振分け部Ｍ１へ案内され、左案内凹部２６Ａから前方へ落下したパチンコ球は
、該球振分け装置Ｍにおける第２球振分け部Ｍ２へ案内される。
【００６３】
　次に、実施例の球振分け装置Ｍの球振分け態様について説明する。ここで、実施例の球
振分け装置Ｍは、駆動モータ９６の回転方向(正回転、逆回転)によって、パチンコ球の振
分け態様が大きく異なるようになっている。すなわち、第１～第４の作動態様ＣＰ１,Ｃ
Ｐ２,ＣＰ３,ＣＰ４に基づく作動時のパチンコ球の振分け方向が略同じであり、第５～第
８の作動態様ＣＰ５,ＣＰ６,ＣＰ７,ＣＰ８に基づく作動時のパチンコ球の振分け方向が
略同じである。従って、振分け態様に関する説明では、第１作動態様ＣＰ１による振分け
態様と、第５作動態様ＣＰ５による振分け態様について説明する。また、第１球振分け部
Ｍ１と第２球振分け部Ｍ２とは、基本的な振分け態様が左右対称で同じであるから、ここ
では第１球振分け部Ｍ１について説明する。
【００６４】
(第１作動態様に基づく球振分け装置の振分け態様について)
　主制御装置１２０が第１作動態様ＣＰ１に基づいて駆動モータ９６を制御している場合
には、図１８～図２１に示すように、第１球振分け部Ｍ１の第１振分け体５０が右回転し
、第２振分け体６０が左回転し、第３振分け体７０は左回転している。従って、ステージ
部２５の右案内凹部２６Ｂから第１球振分け部Ｍ１へ案内されたパチンコ球は、先ず右回
転する第１振分け体５０に到来して、第１上載置面５３または第１下載置面５４の何れか
に載置される。ここで、第１上載置面５３の配設数と第１下載置面５４の配設数との比率
(配設数比)が３：１であるから、第１上載置面５３にパチンコ球が載置される確率と第１
下載置面５４にパチンコ球が載置される確率との比率(載置比率)は略３：１となり、パチ
ンコ球は第１下載置面５４より高さが高い第１上載置面５３の何れかに載置され易い。
【００６５】
　そして、パチンコ球が載置された第１上載置面５３または第１下載置面５４は、第１振
分け体５０が右回転していることで、先ず第１の第１球放出部８０に向けて移動する。こ
こで、図１８(ａ)および図１９(ａ)に示すように、第１下載置面５４に載置されたパチン
コ球においては、該第１下載置面５４が第１の第１球放出部８０に整合しても第１規制部
８２により該第１の第２球放出部８５からの放出が規制されるから、第１振分け体５０が
更に右回転して当該第１下載置面５４が第２の第１球放出部８１に整合すると、該第２の
第１球放出部８１から放出されて第２振分け体６０へ案内される(図１８(ｂ)、図１９(ｂ
)参照)。一方、図２０(ａ)および図２１(ａ)に示すように、第１上載置面５３の何れかに
載置されたパチンコ球においては、該第１上載置面５３が第１の第１球放出部８０に整合
すると、該第１の第１球放出部８０から放出されて、第３振分け体７０へ案内される(図
２０(ｂ),図２１(ｂ)参照)。すなわち、第１作動態様ＣＰ１において、右回転する第１振
分け体５０は、各第１上載置面５３に載置されたパチンコ球を第１の第１球放出部８０か
ら放出すると共に、第１下載置面５４に載置されたパチンコ球を第２の第１球放出部８１
から放出する。
【００６６】
　第２の第１球放出部８１から放出されたパチンコ球は、図１８(ｂ)または図１９(ｂ)に
示すように、第２振分け体６０へ案内されて該第２振分け体６０の第２上載置面６３また
は第２下載置面６４の何れかに載置される。ここで、実施例では、第１振分け体５０と第
２振分け体６０とが同期回転していて、第１下載置面５４が第２の第１球放出部８１に整
合するタイミングで一方の第２上載置面６３が該第２の第１球放出部８１に整合するから
、第１下載置面５４に載置されたパチンコ球は、第２の第１球放出部８１へスムーズに放
出された場合には該第２上載置面６３へ載置される。また、第１下載置面５４に載置され
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たパチンコ球が、第１外周壁部４５に引掛かって第２の第１球放出部８１へスムーズに放
出されなかったり、逆に勢いよく放出された場合には、図１９(ｂ)に示すように第２下載
置面６４へ載置されることもある。そして、パチンコ球が載置された第２上載置面６３ま
たは第２下載置面６４は、第２振分け体６０が左回転していることで、先ず第１の第２球
放出部８５に向けて移動する。ここで、図１８(ｂ)に示すように、第２上載置面６３に載
置されたパチンコ球においては、該第２上載置面６３が第１の第２球放出部８５に整合す
ると、該第１の第２球放出部８５から放出されて第１排出部３５へ案内される(図１８(ｃ
)参照)。一方、図１９(ｂ)に示すように、第２下載置面６４に載置されたパチンコ球にお
いては、該第２下載置面６４が第１の第２球放出部８５に整合しても第２規制部８８によ
り該第１の第２球放出部８５からの放出が規制され、第２振分け体６０が更に左回転して
当該第２下載置面６４が第３の第２球放出部８７に整合すると、該第３の第２球放出部８
７から放出されて、第２排出部３６へ案内される(図１９(ｃ)参照)。すなわち、第１作動
態様ＣＰ１において、左回転する第２振分け体６０は、各第２上載置面６３に載置された
パチンコ球を第１の第２球放出部８５から放出すると共に、第２下載置面６４に載置され
たパチンコ球を第３の第２球放出部８７から放出する。
【００６７】
　一方、第１振分け体５０に載置された後に第１の第１球放出部８０から放出されたパチ
ンコ球は、図２０(ｂ)および図２１(ｂ)に示すように、第３振分け体７０へ案内されて該
第３振分け体７０の第３上載置面７３または第３下載置面７４の何れかに載置される。こ
こで、実施例では、第１振分け体５０と第３振分け体７０とが同期回転していて、第１上
載置面５３が第１の第１球放出部８０に整合するタイミングで第３下載置面７４が該第１
の第１球放出部８０に整合する場合(図２０(ｂ)参照)と、第１上載置面５３が第１の第１
球放出部８０に整合するタイミングで第３上載置面７３が該第１の第１球放出部８０に整
合する場合(図２１(ｂ)参照)とがあり、パチンコ球が３つの第１上載置面５３に何れに載
置されるかによって、第３下載置面７４に載置されることもあり、第３上載置面７３に載
置されることもある。そして、パチンコ球が載置された第３上載置面７３または第３下載
置面７４は、第３振分け体７０が左回転していることで、先ず第１の第３球放出部９０に
向けて移動する。そして、図２１(ｂ)に示すように、第３上載置面７３に載置されたパチ
ンコ球においては、該第３上載置面７３が第１の第３球放出部９０に整合すると、該第１
の第３球放出部９０から放出されて、第２排出部３６へ案内される(図２１(ｃ)参照)。一
方、図２０(ｂ)に示すように、３つの第３下載置面７４の何れかに載置されたパチンコ球
においては、該第３下載置面７４が第１の第３球放出部９０に整合しても第３規制部９２
により該第１の第３球放出部９０からの放出が規制され、第３振分け体７０が更に左回転
して当該第３下載置面７４が第２の第３球放出部９１に整合すると、該第２の第３球放出
部９１から放出されて、第３排出部３７へ案内される(図２０(ｃ)参照)。すなわち、第１
作動態様ＣＰ１において、左回転する第３振分け体７０は、第３上載置面７３に載置され
たパチンコ球を第１の第３球放出部９０から放出すると共に、第３下載置面７４に載置さ
れたパチンコ球を第２の第３球放出部９１から放出する。
【００６８】
(第５作動態様に基づく球振分け装置の振分け態様について)
　主制御装置１２０が第５作動態様ＣＰ５に基づいて駆動モータ９６を制御している場合
には、図２２Ａ、図２２Ｂ、図２３Ａおよび図２３Ｂにおいて、第１球振分け部Ｍ１の第
１振分け体５０が左回転し、第２振分け体６０が右回転し、第３振分け体７０が右回転し
ている。従って、ステージ部２５の右案内凹部２６Ｂから第１球振分け部Ｍ１へ案内され
たパチンコ球は、先ず左回転する第１振分け体５０に到来して、第１上載置面５３または
第１下載置面５４の何れかに載置される。ここで、第１上載置面５３と第１下載置面５４
との配設数比が３：１であるから、第１上載置面５３および第１下載置面５４に対するパ
チンコ球の載置比率は略３：１となり、パチンコ球は第１下載置面５４より第１上載置面
５３の何れかに載置され易い。
【００６９】
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　そして、パチンコ球が載置された第１上載置面５３および第１下載置面５４は、図２２
Ａ(ａ)および図２３Ａ(ａ)に示すように、第１振分け体５０が左回転していることで、先
ず第２の第１球放出部８１に向けて移動する。ここで、図２２Ａ(ａ)に示すように、第１
下載置面５４に載置されたパチンコ球においては、該第１下載置面５４が第２の第１球放
出部８１に整合すると、該第２の第１球放出部８１から放出されて、第２振分け体６０へ
案内される(図２２Ａ(ｂ))。一方、図２３Ａ(ａ)に示すように、第１上載置面５３の何れ
かに載置されたパチンコ球においては、該第１上載置面５３が第２の第１球放出部８１に
整合すると、該第２の第１球放出部８１から放出されて、第２振分け体６０へ案内される
(図２３Ａ(ｂ)参照)。すなわち、第５作動態様ＣＰ５において、左回転する第１振分け体
５０は、各第１上載置面５３に載置されたパチンコ球および第１下載置面５４に載置され
たパチンコ球の全てを第２の第１球放出部８１から放出し、パチンコ球を第１の第１球放
出部８０からは放出しないから、全てのパチンコ球が第２振分け体６０に案内される。
【００７０】
　第２の第１球放出部８１から放出されたパチンコ球は、第２振分け体６０へ案内されて
該第２振分け体６０の第２上載置面６３または第２下載置面６４の何れかに載置される。
そして、パチンコ球が載置された第２上載置面６３または第２下載置面６４は、図２２Ｂ
(ｃ)および図２３Ｂ(ｃ)に示すように、第２振分け体６０が右回転していることで、先ず
第２の第２球放出部８６に向けて移動する。ここで、図２２Ａ(ｂ)に示すように、第２上
載置面６３の何れかに載置されたパチンコ球においては、該第２上載置面６３が第２の第
２球放出部８６に整合すると、該第２の第２球放出部８６から放出されて、第３振分け体
７０へ案内される(図２２Ｂ(ｃ))。一方、図２３Ａ(ｂ)に示すように、第２下載置面６４
の何れかに載置されたパチンコ球においては、該第２下載置面６４が第２の第２球放出部
８６に整合すると、該第２の第２球放出部８６から放出されて、第３振分け体７０へ案内
される(図２３Ｂ(ｃ))。すなわち、第５作動態様ＣＰ５において、右回転する第２振分け
体６０は、各第２上載置面６３に載置されたパチンコ球および第２下載置面６４に載置さ
れたパチンコ球の全てを第２の第２球放出部８６から放出し、パチンコ球を第１の第２球
放出部８５や第３の第２球放出部８７からは放出しないから、パチンコ球の全てが第３振
分け体７０に案内される。
【００７１】
　そして、第２振分け体６０から第２の第２球放出部８６から放出されたパチンコ球は、
第３振分け体７０へ案内されて該第３振分け体７０の第３上載置面７３または第３下載置
面７４の何れかに載置される。そして、パチンコ球が載置された第３上載置面７３または
第３下載置面７４は、図２２Ａ、図２２Ｂ、図２３Ａおよび図２３Ｂに示すように、第３
振分け体７０が右回転していることで、先ず第２の第３球放出部９１に向けて移動する。
ここで、図２２Ｂ(ｃ)に示すように、第３上載置面７３に載置されたパチンコ球において
は、該第３上載置面７３が第２の第３球放出部９１に整合すると、該第２の第３球放出部
９１から放出されて、第３排出部３７へ案内される(図２２Ｂ(ｄ))。一方、図２３Ｂ(ｃ)
に示すように、第３下載置面７４の何れかに載置されたパチンコ球においては、該第３下
載置面７４が第２の第３球放出部９１に整合すると、該第２の第３球放出部９１から放出
されて、第３排出部３７へ案内される(図２３Ｂ(ｄ))。すなわち、第５作動態様ＣＰ５に
おいて、右回転する第３振分け体７０は、第３上載置面７３に載置されたパチンコ球およ
び各第３下載置面７４に載置されたパチンコ球の全てを第２の第３球放出部９１から放出
し、パチンコ球を第１の第３球放出部９０からは放出しないから、パチンコ球の全てが第
３排出部３７に案内される。
【００７２】
　また、実施例では、前述したように、第１球振分け部Ｍ１の第１～第３振分け体５０,
６０,７０および第２球振分け部Ｍ２の第１～第３振分け体５０,６０,７０が、第１～第
８の作動態様ＣＰ１～ＣＰ８が切り替わる際に各々が逆方向へ回転するから、振分け途中
に回転が変わることで、振分け方向が更に複雑になる。例えば、図１８に示すと共に前述
したように、第１作動態様ＣＰ１で作動している場合に、右回転する第１振分け体５０の
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第１下載置面５４に載置されたパチンコ球は、該第１作動態様ＣＰ１が維持されていれば
、左回転する第２振分け体６０の第２上載置面６３に載置されて第１排出部３５に振分け
られるが、該パチンコ球が第１下載置面５４に載置されている際に第５作動態様ＣＰ５に
切り替わると、図２０(ｂ)～図２０(ｄ)に示すように、最終的に第３排出部３７に振分け
られることになり、始動入賞装置１５への入賞確率が低くなる。また、図２２Ａに示すと
共に前述したように、第５作動態様ＣＰ５で作動している場合に、左回転する第１振分け
体５０の第１下載置面５４に載置されたパチンコ球は、該第５作動態様ＣＰ５が維持され
ていれば、右回転する第２振分け体６０の第２上載置面６３に載置されて最終的に第３排
出部３７に振分けられるが、該パチンコ球が第１下載置面５４に載置されている際に第３
作動態様ＣＰ３に切り替わると、図１８(ｂ)～図２０(ｃ)に示すように、第１排出部３５
に振分けられることになり、始動入賞装置１５への入賞確率が高くなる。このように、ス
テージ部２５から第１振分け部５０の第１上載置面５３または下載置面５４に載置された
時点では、第１排出部３５に排出されると予想されたものが作動態様が切り替わることで
第３排出部３７に排出されたり、第３排出部３７に排出されると予想されたものが作動態
様が切り替わることで第１排出部３５へ排出されることもあり、パチンコ球の振分け方向
が不規則かつ複雑になって予測不能となる。
【００７３】
　従って、実施例の球振分け装置Ｍでは、主制御装置１２０の制御により駆動モータ９６
の正回転時には、同期回転する第１～第３振分け体５０,６０,７０により、ステージ部２
５から導入された各パチンコ球を不規則に動かしながら第１～第３排出部３５,３６,３７
の何れかに振分けて排出するよう構成されているから、パチンコ球が不規則かつ複雑に動
いて振分け演出の多様化が図られ、遊技者がパチンコ球の振分けに対して興味を持つよう
にすることができる。また、主制御装置１２０の制御により駆動モータ９６の逆回転時に
は同期回転する第１～第３の各振分け体５０,６０,７０により、第１～第３排出部３５,
３６,３７に対するパチンコ球の振分け率が変更されるから、パチンコ球の振分け演出の
多様化が図られ、更に遊技者がパチンコ球の振分けに対して興味を持つようにすることが
できる。
【００７４】
　また、第１排出部３５における球排出口３８の下方には、該第１排出部３５に放出され
たパチンコ球が入賞することで、主制御装置１２０において当り抽選を行なう契機となる
始動入賞装置１５が設けられていて、第１の第２球放出部８５にパチンコ球が振分けられ
た場合に遊技者に有利な遊技が現出される可能性があるから、遊技者が球振分け装置Ｍに
よるパチンコ球の振分けに興味を持つようにすることができる。
【００７５】
　また、第１振分け体５０は、第１上載置面５３に載置されたパチンコ球が第１下載置面
５４へ移動するのを第１仕切り部５５で阻止し得ると共に、何れかの第１上載置面５３に
載置されたパチンコ球が隣接する第１上載置面５３へ移動するのを該第１仕切り部５５で
阻止し得るから、例えば第１上載置面５３に載置されたパチンコ球が第１下載置面５４へ
移動して第２の第１球放出部８１へ振分けられるのを防止し得る。また、第２振分け体６
０は、第２上載置面６３に載置されたパチンコ球が第２下載置面６４へ移動するのを第２
仕切り部６５で阻止し得るから、第２上載置面６３に載置されたパチンコ球が第２下載置
面６４へ移動して第２の第２球放出部８６または第３の第２球放出部８７へ振分けられる
のを防止し得る。同様に、第３振分け体７０は、第３上載置面７３に載置されたパチンコ
球が第３下載置面７４へ移動するのを第３仕切り部７５で阻止し得ると共に、何れかの第
３下載置面７４に載置されたパチンコ球が隣接する第３下載置面７４へ移動するのを該第
３仕切り部７５で阻止し得るから、例えば第３上載置面７３に載置されたパチンコ球が第
３下載置面７４へ移動して第２の第３球放出部９１へ振分けられるのを防止し得る。
【００７６】
　また、実施例の球振分け装置Ｍは、該第１球振分け部Ｍ１における第１～第３の各振分
け５０,６０,７０が第１～第３の各従動ギア１００,１０１,１０２を介して駆動モータ９
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６と相互に連係されているので、該駆動モータ９６の駆動により第１～第３振分け体５０
,６０,７０を適切に同期回転させることができる。同様に、第２球振分け部Ｍ２における
第１～第３の各振分け体５０,６０,７０が第１～第３の各従動ギア１００,１０１,１０２
および中継ギア１０８を介して駆動モータ９６と相互に連係されているので、該駆動モー
タ９６の駆動により第１～第３振分け体５０,６０,７０を適切に同期回転させることがで
きる。
【００７７】
　また、実施例の球振分け装置Ｍは、主制御装置１２０が作動態様ＣＰ１～ＣＰ８を規定
の順序で切り替えながら駆動モータ９６を駆動制御することで、第１球振分け部Ｍ１の第
１～第３振分け体５０,６０,７０および第２球振分け部Ｍ２の第１～第３振分け体５０,
６０,７０の回転方向が同期的に変更されるから、第１振分け体５０の第１上載置面５３
および第２下載置面５４が第１および第２の第１球放出部８０,８１に整合する順序が変
更され、第２振分け体６０の第２上載置面６３および第２下載置面６４が第１～第３の第
２球放出部８５,８６,８７に整合する順序が変更されると共に、第３振分け体７０の第３
上載置面７３および第３下載置面７４が第１および第２の第３球放出部９０,９１に整合
する順序が変更される。従って、作動態様に応じて第１～第３排出部３５,３６,３７への
パチンコ球の振分けが変更され、パチンコ球の振分け演出が複雑かつ多様となって興趣が
高められる。
【００７８】
〔変更例〕
　なお、遊技機の球振分け装置は、実施例のものに限られるものではなく、種々の変更が
可能である。
（１）第１配設部３２を構成する第１外周壁部４５に設けられた各第１球放出部８０,８
１、第２配設部３３を構成する第２外周壁部４６に設けられた各第２球放出部８５,８６,
８７、第３配設部３４を構成する第３外周壁部４７に設けられた各第３球放出部９０,９
１は、入口部が上縁を有する開口(通口)である場合に、第１～第３の規制部８２,８８,９
２を、該入口部の上方に設けるようにしてもよい。例えば、図２４は、第１の第１球放出
部８０について例示したもので、第１規制部８２が設けられた第１の第１球放出部８０で
は、図２４(ａ)に示すように、該第１規制部８２の下端の位置が、第１下載置面５４の外
縁部分との間隔Ｈ１がパチンコ球の直径以上で、かつ図２４(ｂ)に示すように、第１上載
置面５３の外縁部分との間隔Ｈ２がパチンコ球の直径より小さくなるように設定されてい
る。これにより、第１振分け体５０の第１上載置面５３に載置されたパチンコ球は、当該
第１規制部８２が設けられた第１の第１球放出部８０からの放出が規制され、第１下載置
面５４に載置されたパチンコ球は、当該第１規制部８２が設けられた第１の第１球放出部
８０からの放出が許容されるので、当該第１規制部８２によるパチンコ球の振分けが可能
となる。
（２）第１排出部３５の球排出口３８の下流に設けられた特定領域は、主制御装置１２０
において大当り抽選を行なう契機となる始動入賞装置１５に限らず、(ａ)第１種遊技機に
おいて、大当り遊技後の確率変動演出や時間短縮演出の成立条件とする入賞装置、(ｂ)第
２種(羽根物)遊技機において、連続遊技の発生条件を成立させる入賞装置、(ｃ)第３種(
権利物)遊技機において、権利の発生条件を成立させる入賞装置、等であってもよい。
（３）主制御装置１２０による球振分け装置Ｍの作動態様は、実施例で例示したものに限
らない。すなわち、作動態様ＣＰは、設定数が８つに限らず、７つ以下または９つ以上で
あってもよい。また、作動態様ＣＰにおける駆動モータ９６の回転速度は、実施例で例示
した低速(第１～第３振分け体５０,６０,７０が２０ｒｐｍとなる回転速度)および高速(
第１～第３振分け体５０,６０,７０が６０ｒｐｍとなる回転速度)に限らず、更に低速ま
たは高速であってもよい。また、回転速度は２種類に限らず、３種類以上であってもよい
。更に、作動態様ＣＰにおける駆動モータ９６の回転時間は、第１時間(１０秒)および第
２時間(２０秒)に限らず、１０秒より短い時間または２０秒より長い時間であってもよい
。また、回転時間は２種類に限らず、３種類以上であってもよい。



(26) JP 6045990 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

（４）第１～第３振分け体５０,６０,７０の回転速度の切り替えは、駆動モータ９６の回
転数を変更することに限らず、該駆動モータ９６に変速機構を装備して、該変速機構によ
り切り替えるようにしてもよい。
（５）第１球振分け部Ｍ１および第２球振分け部Ｍ２は、３つの振分け体５０,６０,７０
を備えたものに限らず、１つの振分け体のみを備えたものや、２つまたは４つ以上の振分
け体を備えたものであってもよい。
（６）第１～第３の各振分け体５０,６０,７０の上壁部５１,６１,７１に設けた載置面は
、実施例で例示した４つに限らず、３つ以下または５つ以上であってもよい。
（７）第１振分け体５０と第２振分け体６０とは、該第１振分け体５０の第１上載置面５
３および第１下載置面５４が該第２振分け体６０の第２上載置面５３および第２下載置面
６４と各々整合する姿勢で配設されたものに限らず、図２５に示すように、該第１振分け
体５０の第１上載置面６３および第１下載置面５４に対して該第２振分け体６０の第２上
載置面６３および第２下載置面６４が周方向へ各々ずれた関係で配設するようにしてもよ
い。この場合には、図２５に示すように、第１振分け体５０から第２の第１球放出部８１
へ移動したパチンコ球が、第２仕切り部６５に接触した後に第２上載置面６３または第２
下載置面６４のどちらに載置されるかが予測不能であり、球振分け態様を複雑にすること
ができる。また、第１振分け体５０と第３振分け体７０においても、図示省略するが、該
第１振分け体５０の第１上載置面５３および第１下載置面５４に対して該第３振分け体７
０の第３上載置面７３および第３下載置面７４が周方向へ各々ずれた関係で配設すれば、
第１振分け体５０から第１の第１球放出部８０へ移動したパチンコ球が、第３仕切り部７
５に接触した後に第３上載置面７３または第３下載置面７４の何れに載置されるかが予測
不能であり、球振分け態様を複雑にすることができる。更に、第２振分け体６０と第３振
分け体７０においても、図２５に示すように、該第２振分け体６０の第１上載置面６３お
よび第１下載置面６４に対して該第３振分け体７０の第３上載置面７３および第３下載置
面７４が周方向へ各々ずれた関係で配設すれば、第２振分け体６０から第２の第２球放出
部８６へ移動したパチンコ球が、第３仕切り部７５に接触した後に第３上載置面７３また
は第３下載置面７４の何れに載置されるかが予測不能であり、球振分け態様を複雑にする
ことができる。
（８）第１振分け体５０に設けられた第１仕切り部５５、第２振分け体６０に設けられた
第２仕切り部６５、第３振分け体７０に設けられた第３仕切り部７５は、作動態様ＣＰの
切り替えに伴って該第１振分け体５０、第２振分け体６０および第３振分け体７０の回転
方向が切り替わった際に、パチンコ球が乗り越えて隣接する載置面へ移動するのが許容さ
れるよう構成されたものであってもよい。これにより、作動態様ＣＰが切り替わった際に
は、パチンコ球が隣接する載置面に移動し得るようになり、球振分け態様を更に複雑にす
ることができる。
（９）第１外周壁部４５に設けられる第１球放出部の数は、実施例で例示した２つ(第１
の第１球放出部８０、第２の第１球放出部８１)に限らず、３つ以上であってもよい。ま
た、第２外周壁部４６に設けられる第２球放出部の数は、実施例で例示した３つ(第１の
第２球放出部８５、第２の第２球放出部８６、第３の第２球放出部８７)に限らず、２つ
または４つ以上であってもよい。また、第３外周壁部４７に設けられる第３球放出部の数
は、実施例で例示した２つ(第１の第３球放出部９０、第２の第３球放出部９１)に限らず
、３つ以上であってもよい。
（１０）球振分け装置Ｍは、第１球振分け部Ｍ１および第２球振分け部Ｍ２の何れか一方
のみを備えたものであってもよい。また、球振分け部を３つ以上備えたものであってもよ
い。
（１１）第１～第３の各振分け体５０,６０,７０および駆動モータ９６を同期的に連係す
る機構は、実施例で例示したギア列に限らず、チェーン＆スプロケット機構や、歯付きベ
ルト＆歯付きプーリ機構等であってもよい。
（１２）遊技機は、実施例で例示したパチンコ機に限られるものではなく、パチンコ球を
使用するものであれば、アレンジボール機であってもよい。
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【符号の説明】
【００７９】
１５ 始動入賞装置(特定領域)
２５ ステージ部(球導入部)
３５ 第１排出部
３６ 第２排出部
３７ 第３排出部
４５ 第１外周壁部
４６ 第２外周壁部
４７ 第３外周壁部
５０ 第１振分け体
５３ 第１上載置面(第１載置面)
５４ 第１下載置面(第１載置面)
５５ 第１仕切り部(仕切り部)
６０ 第２振分け体
６３ 第２上載置面(第２載置面)
６４ 第２下載置面(第２載置面)
６５ 第２仕切り部(仕切り部)
７０ 第３振分け体
７３ 第３上載置面(第３載置面)
７４ 第３下載置面(第３載置面)
７５ 第３仕切り部(仕切り部)
８０ 第１の第１球放出部
８１ 第２の第１球放出部
８２ 第１規制部
８５ 第１の第２球放出部
８６ 第２の第２球放出部
８８ 第２規制部
９０ 第１の第３球放出部
９１ 第２の第３球放出部
９２ 第３規制部
９６ 駆動モータ(駆動手段)
１００ 第１従動ギア(連係手段)
１０１ 第２従動ギア(連係手段)
１０２ 第３従動ギア(連係手段)
１０３ 中間ギア(連係手段)
１０８ 中継ギア(連係手段)
１２０ 主制御装置(駆動制御手段)
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